
広報さいじょう　2009　5月号�
【表紙写真】 国道194号の桜植樹活動が2,000本目に達したことを
　　　 　　記念して行われた植樹式。  （関連記事30ページ）



▼生涯学習の充実
 ○西条図書館管理運営事業 １億390万円

 ○十河信二氏顕彰コーナーの西条図書館
 　内への開設経費　　　　　　  500万円
 ○丹原図書館管理運営事業　  1,732万円
▼教育施設の充実
 ○西条北中学校校舎新築等整備事業
 　　　　　　　　　　　　　  9,560万円
▼環境保全
 ○地下水法システム研究事業　  235万円
 ○地下水使用量調査事業　　　  707万円
 ○浄化槽設置整備事業　  １億3,966万円

▼公民館の建設
 ○大町公民館建設事業　  ２億5,359万円
▼新規産業の創造と産業の振興
 ○企業立地促進奨励金　　  １億977万円
 ○「水と食」調査研究事業　　  572万円
 ○地域産業活性化推進事業　　  961万円
 ○合宿都市構想推進事業　　　  128万円
 ○西条市知的財産権取得支援事業
 　　　　　　　　　　　　　　  150万円
 ○西条市中心市街地活性化協議会補助金
 　　　　　　　　　　　　　　　74万円
▼産学官連携の促進
 ○フィールド大学構想事業　　  265万円
 ○ＭＨ冷蔵・冷凍システム活用実証研究
 　事業　　　　　　　　　　　  351万円

▼雇用対策
 ○Ｏ（オー）ターン推進事業　 115万円
 ○人材マッチング・合同就職面接会開催
 　事業　　　　　　　　　　　　30万円
 ○求職者対象パソコン研修事業   265万円
▼母子福祉・少子化対策の充実
 ○妊婦歯科健診事業　　　　　　41万円
 ○ふる里出産妊婦健診助成事業　76万円
 ○特定不妊治療費助成事業　　   150万円
▼子育て支援
 ○乳幼児医療費助成事業  ２億2,328万円
 ○放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　　　　   １億1,363万円
 ○放課後子ども教室推進事業　  504万円
 ○21世紀を担う子育て事業　　  487万円
▼福祉の充実
 ○市立保育所特別支援員配置事業
 　　　　　　　　　　　　　  5,006万円
 ○福祉基金事業　　　　　　　  696万円
 ○障害者小規模作業所運営事業
 　　　　　　　　　　　　　  2,924万円
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病院事業会計 ２９億４,７１６万円
水道事業会計

企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

２０億９,８１３万円

壬生川財産区 ４１８万円
庄内財産区 ５８５万円
畑地かん水事業 ２,７１６万円

４,０６２万円
本谷温泉事業 ２,９５０万円
小松地域交流事業 ２億５,５５７万円
土地開発事業 ７９０万円

１億７,８７７万円
港湾上屋事業 ５８３万円

公共下水道事業 ４８億４,３１８万円
小規模下水道事業 ６,６９６万円

簡易水道事業 １億３,４７６万円
介護保険 ８６億７,３４１万円
老人保健 １億８,５２９万円
国民健康保険 １２３億５,８２９万円

後期高齢者医療保険 １３億４,９２７万円

企業会計　　　５０億４,５２９万円　前年度比12.1％減

特別会計の
内訳

企業会計の
内訳

市税 43.9％　　　　　　
１５７億２,２６０万円

民生費 34.2％　　　　　
１２２億６,１７９万円

公債費 15.4％　　　　　
５５億１０２万円

土木費　8.0％　　　　　
２８億５,５０１万円

教育費　9.5％　　　　　
３４億２,０１９万円

衛生費　9.4％　　　　　
３３億８,２４３万円

総務費 12.6％　　　　　
４４億９,７１６万円地方交付税 18.9％　　　

６７億９,１７４万円

国庫支出金　7.1％　　　
２５億６,２３３万円

市債　6.6％　　　　　　
２３億６,３１０万円

県支出金  6.2％　　　　
２２億８０９万円

▼健康づくり・体育の振興
 ○高地運動指導事業　　　　　  132万円
 ○石鎚山系元気ウォーキング大会開催事
 　業　　　　　　　　　　　　  445万円

 

 ○次世代育成支援スポーツ事業
 　　　　　　　　　　　　　  1,027万円
 ○市民体力向上推進事業（市民元気ジャ
　 ンプアップ事業）　　　 　　 111万円
 ○ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ管理運
 　営事業　　　　　　　　　  2,720万円
 ○元気アップ！西条っ子体力づくり推進
 　事業　　　　　　　　　　　  147万円
▼情報化の推進
 ○統合型ＧＩＳ整備事業　　  3,367万円

▼防災教育の推進
 ○12歳教育推進事業　　　　　  285万円
▼市民安全・防災対策の推進
 ○地域防災計画策定事業　　  2,198万円
 ○災害復興記念防災フォーラム実施事業
　　　　　　　　　　　　　　　 35万円
 ○横断歩道注意喚起事業　　　  351万円
 ○浸水対策事業　　　　　　  1,900万円
▼都市基盤の整備
 ○壬生川地区・まちづくり基盤整備事業
 　　　　　　　　　　　　　  3,600万円

 ○第２期中央地区・まちづくり基盤整備
 　事業　　　　　　　　　　  2,300万円
▼病院事業会計に対する財政支援
 ○病院事業会計財源不足補てん補助金
　　　　　　　　　　　   ８億4,292万円

▼農林水産業の振興
 ○頑張る農家支援事業　　　　  370万円
 ○水田農業構造改革対策事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　  2,395万円
 ○農村環境保全向上活動支援事業費補助
 　金　　　　　　　　　　　  8,264万円
 ○団体営基盤整備促進事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　  9,474万円
 ○市単土地改良事業費等補助金
 　　　　　　　　　　　　　  3,000万円
 ○河原津漁港整備事業　　　  8,848万円
 ○藻場づくり活動推進事業　　  190万円
▼歴史文化の振興
 ○永納山城跡発掘調査事業　　  975万円

その他  1.0％　　　　
３億４,１８８万円

地方特例交付金  0.5％
１億７,０００万円

繰入金  4.4％　　　　
１５億８,７９１万円

地方譲与税  1.2％　　
４億３,３００万円

使用料・手数料  1.7％
５億９,５０８万円

地方消費税交付金  2.5％
９億１,２００万円

分担金・負担金  2.8％
１０億１,６８０万円

諸収入  3.2％　　　　
１１億４,５４７万円

その他  0.7％　　　　
２億７,０１９万円

議会費  0.8％　　　　
３億３８万円

商工費  3.0％　　　　
１０億９,０５７万円

消防費  3.7％　　　　
１３億７８８万円

農林水産業費  2.7％　
９億６,３３８万円

一般会計の主な事業

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業
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 　事業　　　　　　　　　　  2,300万円
▼病院事業会計に対する財政支援
 ○病院事業会計財源不足補てん補助金
　　　　　　　　　　　   ８億4,292万円

▼農林水産業の振興
 ○頑張る農家支援事業　　　　  370万円
 ○水田農業構造改革対策事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　  2,395万円
 ○農村環境保全向上活動支援事業費補助
 　金　　　　　　　　　　　  8,264万円
 ○団体営基盤整備促進事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　  9,474万円
 ○市単土地改良事業費等補助金
 　　　　　　　　　　　　　  3,000万円
 ○河原津漁港整備事業　　　  8,848万円
 ○藻場づくり活動推進事業　　  190万円
▼歴史文化の振興
 ○永納山城跡発掘調査事業　　  975万円

その他  1.0％　　　　
３億４,１８８万円

地方特例交付金  0.5％
１億７,０００万円

繰入金  4.4％　　　　
１５億８,７９１万円

地方譲与税  1.2％　　
４億３,３００万円

使用料・手数料  1.7％
５億９,５０８万円

地方消費税交付金  2.5％
９億１,２００万円

分担金・負担金  2.8％
１０億１,６８０万円

諸収入  3.2％　　　　
１１億４,５４７万円

その他  0.7％　　　　
２億７,０１９万円

議会費  0.8％　　　　
３億３８万円

商工費  3.0％　　　　
１０億９,０５７万円

消防費  3.7％　　　　
１３億７８８万円

農林水産業費  2.7％　
９億６,３３８万円

一般会計の主な事業

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業
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市の財政状況が他の団体と比較できます

西条市と類似団体を比較したレーダーチャート
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① 財政力

⑦
財政構造の弾力性

⑥ 人件費・
　 物件費等の
　 適正度

④ 定員管理の適正度⑤ 給与水準の適正度
（国との比較）

②
将来負担の健全度

③
公債費負担の
健全度

西 条 市
※類似団体平均を100と
　したときの比率で表示

類似団体平均

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。
※ラスパイレス指数と人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与実態調
　査に基づくものです。

人　　口：115,280人
　　　　 （平成20年３月31日現在）

面　　積：509.05ｋ㎡

歳入総額：414億7,177万円

歳出総額：394億8,942万円

実質収支：  1 9億3,123万円

平成19年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.74
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【地方債とは】　地方公共団体が事業を実施するための借入金をいい
ます。

　　　　　法人市民税を中心に税収が伸びたため、全国・県内市町・
類似団体の平均を上回る財政力指数です。対前年度比においても0.03
ポイント向上しており、引き続き市税収入等の自主財源確保に努める
とともに、効率的な行財政運営によって財政基盤の強化を図ります。
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愛媛県市町平均
0.46

西条市の数値
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類似団体内順位
39団体中15位

将来負担の健全度②
人口１人当たり地方債現在高 ＝ 39万6,408円

　　　　　新規発行を抑制したことなどで対前年度比約11,000円減少
しており、全国・県内市町・類似団体の平均と比較しても低く抑えら
れています。今後も重要度や緊急性の高い事業のみを選択するなど、
適債事業を厳選することによって、地方債現在高の減少に努めます。
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愛媛県市町平均
46万7,734円

西条市の数値
39万6,408円
類似団体内順位
39団体中16位

給与水準の適正度（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 95.7
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均より低く抑えられています
が、今後とも、より一層の給与の適正化に努めます。
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39団体中11位

定員管理の適正度④
人口1,000人当たり職員数 ＝ 8.21人

　　　　　合併によって全国・類似団体平均を上回っていますが、平
成17年４月に策定した定員適正化計画（計画期間：平成17年度～21年
度）に基づき、５年間で100人（7.1％）を目標に職員数を削減する
など、より適切な定員管理に努めます。
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財政構造の弾力性⑦
経常収支比率 ＝ 85.4％

　　　　　人件費、公債費など義務的経費の増加によって、対前年度
比で1.9ポイント上昇していますが、全国・県内市町・類似団体の平
均よりも良い状況にあります。今後とも市税などの一般財源の確保や
経常経費の圧縮を図り、財政構造の改善に努めます。
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公債費負担の健全度③
実質公債費比率 ＝ 16.4％
【実質公債費比率とは】　公債費に対する財政負担の度合いを示すも
のです。18％以上の団体は、公債費負担の改善計画を進める必要があ
ります。

※人件費、物件費、維持補修費の合計です。ただし、人件費には事業
　費支弁人件費を含み、退職金は含んでいません。

【経常収支比率とは】　経常的に収入される一般財源のうち、経常的
な経費に充てた割合をいいます。この数値の低い方が、財政運営に弾
力性があるといえます。

　　　　　合併前の大型事業や公共下水道事業などの償還が要因で全
国・県内市町・類似団体の平均よりも悪い状況にあります。今後は補
償金免除繰上償還の実施や後年度に交付税措置のある起債を厳選して
活用するとともに、起債への依存度を抑制し財政健全化を図ります。
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人件費・物件費等の適正度⑥
人口１人当たり
人件費・物件費等決算額

　　　　　物件費が増加したことによって、対前年度比で約1,690円
の増加となっています。全国・県内市町・類似団体平均よりも低額の
状態ですが、今後も施設の維持管理費など物件費にかかるコストの低
減を図っていきます。
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 ＝ 11万798円

　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　℡0897－52－1271
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西 条 市
※類似団体平均を100と
　したときの比率で表示

類似団体平均

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。
※ラスパイレス指数と人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与実態調
　査に基づくものです。

人　　口：115,280人
　　　　 （平成20年３月31日現在）

面　　積：509.05ｋ㎡

歳入総額：414億7,177万円

歳出総額：394億8,942万円

実質収支：  1 9億3,123万円

平成19年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.74
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【地方債とは】　地方公共団体が事業を実施するための借入金をいい
ます。

　　　　　法人市民税を中心に税収が伸びたため、全国・県内市町・
類似団体の平均を上回る財政力指数です。対前年度比においても0.03
ポイント向上しており、引き続き市税収入等の自主財源確保に努める
とともに、効率的な行財政運営によって財政基盤の強化を図ります。
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　　　　　新規発行を抑制したことなどで対前年度比約11,000円減少
しており、全国・県内市町・類似団体の平均と比較しても低く抑えら
れています。今後も重要度や緊急性の高い事業のみを選択するなど、
適債事業を厳選することによって、地方債現在高の減少に努めます。
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給与水準の適正度（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 95.7
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均より低く抑えられています
が、今後とも、より一層の給与の適正化に努めます。
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成17年４月に策定した定員適正化計画（計画期間：平成17年度～21年
度）に基づき、５年間で100人（7.1％）を目標に職員数を削減する
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　　　　　人件費、公債費など義務的経費の増加によって、対前年度
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国・県内市町・類似団体の平均よりも悪い状況にあります。今後は補
償金免除繰上償還の実施や後年度に交付税措置のある起債を厳選して
活用するとともに、起債への依存度を抑制し財政健全化を図ります。

 0.0

 5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

類似団体内最小値
7.1％

類似団体内平均値
14.7％

類似団体内最大値
21.6％

全国市町村平均
12.3％

愛媛県市町平均
14.8％

西条市の数値
16.4％

類似団体内順位
39団体中26位

人件費・物件費等の適正度⑥
人口１人当たり
人件費・物件費等決算額

　　　　　物件費が増加したことによって、対前年度比で約1,690円
の増加となっています。全国・県内市町・類似団体平均よりも低額の
状態ですが、今後も施設の維持管理費など物件費にかかるコストの低
減を図っていきます。

6万
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10万
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14万

16万

18万

類似団体内最小値
７万6,088円

類似団体内平均値
11万1,565円

類似団体内最大値
16万1,093円

全国市町村平均
11万6,898円

愛媛県市町平均
11万5,675円

西条市の数値
11万798円
類似団体内順位
39団体中20位

 ＝ 11万798円

　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　℡0897－52－1271
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　昭和16年から39年の長きに
わたり、学校教育に携わり、
この間、神戸小学校長等の要
職を歴任され、生徒の健全育
成および教育環境の発展に多
大な貢献をされました。

　昭和42年から３期12年の長
きにわたり、西条市議会議員
として市政運営に参画され、
この間、教育消防委員会委員
長等の要職を歴任され、市政
の伸展と住民福祉の増進に多
大な貢献をされました。
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①予章記
②予章記の表紙
③河野系図
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■登録手続きに必要なもの

西条図書館
９時～22時
※オープン初日は13時

丹原図書館
９時～19時
※オープン初日は13時

館名・開館時間
休　館　日

そ　の　他週　休　日

小松温芳図書館
９時～19時

東予図書館
９時～19時

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
特別整理期間

丹原図書館
℡0898－68－8711
住所：丹原町池田1733－1
　　　　（丹原総合支所３階）

伊予西条駅

Ｒ11
加茂川

西条図書館
℡0897－56－2668
住所：大町1590

西条図書館内観

西条図書館外観

丹原図書館
「おはなしコーナー」

丹原図書館内観

金　曜　日

な　　　し

月　曜　日

水　曜　日

壬生川駅東予
丹原
ＩＣ

玉之江駅

Ｒ196

Ｒ11

中山川
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■対象者　国民健康保険の被保険者で、次の要件に該
　当する方
○平成21年４月１日現在、35歳以上の方
○国民健康保険税を滞納していない方
○平成21年度に市が行う総合健診・個別健診（医療機
　関で受診する健診）・単独検診を受診もしくは申し
　込みしていない方（前立腺がん・乳がん・子宮頸が
　ん・骨粗しょう症検診・肝炎ウイルス検診を除く）
※重複受診をした場合は、全額自己負担となります。
※70歳以上の方は、短期人間ドックのみの受診です。
■定員　約800人（定員を超えた場合は抽選で決定）
■申し込みに必要な物
　印鑑（スタンプ印不可）、国民健康保険被保険者証

■対象者　受診する日に後期高齢者医療保険の被保険
　者となっている方で、次の要件に該当する方
○平成21年度に愛媛県後期高齢者医療広域連合が行う
　総合健診・個別健診（医療機関で受診する健診）・
　単独検診を受診もしくは申し込みしていない方（前
　立腺がん・乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診
　・肝炎ウイルス検診を除く）
※重複受診をした場合は、全額自己負担となります。
※脳ドックは受診できません。
■定員　約120人（定員を超えた場合は抽選で決定）
■申し込みに必要な物
　印鑑（スタンプ印不可）
　後期高齢者医療保険被保険者証

■申込期間　５月13日㈬～19日㈫
■申込方法　印鑑と被保険者証（保険証）を持って、市庁舎本館国保医
　療課または各総合支所市民福祉課で申し込み手続きをしてください。
※申し込みの結果は５月下旬に通知します。
※脳ドック（同時受診を含む）については、医療機関の受け入れ人数に
　限りがありますので、ご了承ください。
■問合せ　市庁舎本館国保医療課
　　　　　国保係　℡0897－52－1447（国民健康保険について）
　　　　　医療係　℡0897－52－1212（後期高齢者医療保険について）

自己負担額
○短期人間ドック、脳ドック
　いずれかを受診する場合 ‥‥‥  6,400円
　同時に受診する場合 ‥‥‥‥‥ 10,400円
受診のできる医療機関
○短期人間ドック、脳ドック
　西条中央病院、村上記念病院
○短期人間ドックのみ
　西条中央病院、村上記念病院、周桑病院、
　済生会西条病院、西条愛寿会病院

７５,１００円

６２,６００円

５６,３００円

５０,１００円

４３,８００円

３７,５００円

２５,０００円

２５,０００円

平成21～23年度の
保険料額（年額）

生活保護受給者あるいは市民税非課税世
帯の老齢福祉年金受給者

　第４期介護保険事業計画の見直しに伴
い、平成21年度から23年度までの第１号
被保険者（65歳以上の方）の介護保険料
が右表のとおり変わりました。
　平成18年度から実施してきました税制
改正に伴う激変緩和措置が平成20年度で
終了したため、変更後の介護保険料は、
税制改正の影響を受けた方の保険料が大
幅に上昇することのないよう、また、税
制改正後に第１号被保険者となった方な
どに配慮し、所得段階区分の細分化を図
り、８段階に設定しています。
■問合せ
○市庁舎別館高齢介護課
　介護総務係　℡0897－52－1419
○各総合支所市民福祉課
　福祉係（東予）
　市民福祉係（丹原・小松）

第１段階第１段階

第２段階第２段階

第３段階第３段階

第４段階

第５段階

第４段階

第６段階
第５段階

第７段階

第８段階第６段階

旧 新

所得段階区分
対　象　範　囲

市民税非課税世帯で、課税年金収入額と
合計所得金額の合計が80万円以下の方

市民税課税世帯の本人が市民税非課税者
で、課税年金収入額と合計所得金額の合
計が80万円以下の方

市民税非課税世帯で第２段階対象外の方

市民税課税世帯の本人が市民税非課税者
で、上記を除く方

本人が市民税課税者で、合計所得金額が
125万円未満の方

本人が市民税課税者で、合計所得金額が
125万円以上200万円未満の方

本人が市民税課税者で、合計所得金額が
200万円以上の方

■所得段階内訳
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　去る４月15日㈬、市では「定額給付金」「子育て応援特別手当」の
申請書を発送しました。
　申請期間は平成21年10月15日㈭までの６カ月間です。
　申請を済まされていない方は、早めに申請をしてください。
■定額給付金の申請書の送付先
○平成21年２月１日（基準日）において、給付対象者（西条市の住民
　基本台帳に記録されている方）の属する世帯の世帯主
○平成21年２月１日（基準日）において、西条市の外国人登録原票に
　登録されている方
■子育て応援特別手当の申請書の送付先
○平成21年２月１日（基準日）において、給付対象児童（※１）の属
　する世帯の世帯主

　子育て応援特別手当の申請書は、平成21年２月
１日（基準日）現在の住民基本台帳で給付対象児
童を抽出し、その対象児童の属する世帯の世帯主
へ送付しています。
　右記の要件に該当する世帯主の方は、子育て応
援特別手当の申請・受給ができますが、住民基本
台帳での抽出ができませんので、申請書を送付し
ていません。該当する世帯主の方は、市役所の担
当窓口へ直接出向いて申請を行ってください。
■申請の際に必要なもの
○印鑑（スタンプ印不可）
○給付対象児童と世帯を別にする児童が、同じ人
　に扶養されていることを証明できる書類（健康
　保険証など）
○公的身分証明書と口座確認書類のコピー（上記
　記載の申請方法にある「添付書類」と同じ）

　申請書に必要事項を記入・押印し、
次の書類を添付の上、同封の返信用封
筒に入れて、西条市役所定額給付金事
務局（本庁舎）へ返送、または市役所
の担当窓口へ提出してください。
■添付書類
○公的身分証明書（運転免許証、健康
　保険証、パスポート、住民基本台帳
　カード、身体障害者手帳など）のコ
　ピー
※外国人は外国人登録証明書のコピー
○振込先口座の通帳（見開きページ）
　またはキャッシュカードのコピー
※振り込みによる給付が困難な方には
　現金での給付を行います。

　平成21年２月１日（基準日）において、

①　平成２年４月２日～平成17年４月１日の間に生まれた
　児童が２人以上いる

②　①に該当する２人目以降の児童のうち、平成14年４月
　２日～平成17年４月１日の間に生まれた児童が、西条市
　の住民基本台帳に記録または西条市の外国人登録原票に
　登録されている

③　①の児童のうち、②に該当しない児童が、②の児童と
　は別の世帯に属している

④　②と③の児童が、同じ人に扶養されている

　以上の要件に該当し、②の児童が属する世帯の世帯主

※子育て応援特別手当の給付対象となる児童は、②に該当
　する児童で、１人につき３万6,000円を給付します。

※１　子育て応援特別手当の給付対象児童
　平成21年２月１日（基準日）において、世帯に属する平成２年４月２日～平成
17年４月１日の間に生まれた児童が２人以上いる世帯で、２人目以降の児童のう
ち、平成14年４月２日～平成17年４月１日の間に生まれた児童（西条市の住民基
本台帳に記録または西条市の外国人登録原票に登録されている必要があります）

住民基本台帳で抽出できない申請・受給者

定額給付金、子育て応援特別手当の担当窓口
○西条市役所　定額給付金事務局（市庁舎別館５階）
　℡0897－52－1492　　℡0897－56－5316　　℡0897－56－5317　※いずれの番号も直通で事務局につながります。
○東予総合支所（３階）、丹原総合支所（１階）、小松総合支所（１階）
【窓口の開設時間】　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！
これらの防止を図るため、国・県・市などでは電話によるお問い合わせを一切いたしません！
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　市では「合宿都市構想」を提唱し、各種スポーツなどの合宿・キャンプの
誘致を進めています。
　市内で行われた春季合宿・キャンプには社会人・大学生をはじめ、小・中
学生など幅広いチームが来西し、練習やオープン戦で汗を流すとともに、地
元チームとの合同練習を通じて交流を深めました。
　また、香川大学硬式野球部の皆さんはキャンプ最終日の練習後にグラウン
ドを離れ、市内公共施設での清掃活動で、すがすがしい汗を流しました。
　今春は世界的景気後退の影響で急きょキャンセルを余儀なくされたチーム
もありましたが、新たに４チームがキャンプインするなど、全10チームが、
市内のスポーツ施設でトレーニングを実施しました。
　中でも、昨年11月にオープンしたビバ・スポルティアＳＡＩＪＯは、雨天
時の練習や夜間の特別練習などに活用され、大変好評をいただきました。

●四国学院大学硬式野球部　２月９日～17日　　●浜松大学硬式野球部　　　２月15日～21日

●拓殖大学硬式野球部　　　２月22日～28日　　●ＪＦＥ西日本硬式野球部　２月23日～３月２日

●京都産業大学サッカー部　３月３日～７日　　●大阪府立大学硬式野球部　３月４日～８日

●大阪薬科大学硬式庭球部　３月８日　　　　　●ブラッソテニスクラブ　　３月14日～17日

●花園大学剣道部　　　　　３月24日～27日　　●香川大学硬式野球部　　　３月26日～30日

香川大学硬式野球部の
皆さんによる清掃活動

京都産業大学と愛媛大学との練習試合

花園大学剣道部

香川大学と松山フェニックスとの練習試合

拓殖大学硬式野球部

浜松大学硬式野球部

四国学院大学硬式野球部

大阪府立大学硬式野球部ブラッソテニスクラブ

ＪＦＥ西日本硬式野球部
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　市では「合宿都市構想」を提唱し、各種スポーツなどの合宿・キャンプの
誘致を進めています。
　市内で行われた春季合宿・キャンプには社会人・大学生をはじめ、小・中
学生など幅広いチームが来西し、練習やオープン戦で汗を流すとともに、地
元チームとの合同練習を通じて交流を深めました。
　また、香川大学硬式野球部の皆さんはキャンプ最終日の練習後にグラウン
ドを離れ、市内公共施設での清掃活動で、すがすがしい汗を流しました。
　今春は世界的景気後退の影響で急きょキャンセルを余儀なくされたチーム
もありましたが、新たに４チームがキャンプインするなど、全10チームが、
市内のスポーツ施設でトレーニングを実施しました。
　中でも、昨年11月にオープンしたビバ・スポルティアＳＡＩＪＯは、雨天
時の練習や夜間の特別練習などに活用され、大変好評をいただきました。

●四国学院大学硬式野球部　２月９日～17日　　●浜松大学硬式野球部　　　２月15日～21日

●拓殖大学硬式野球部　　　２月22日～28日　　●ＪＦＥ西日本硬式野球部　２月23日～３月２日

●京都産業大学サッカー部　３月３日～７日　　●大阪府立大学硬式野球部　３月４日～８日

●大阪薬科大学硬式庭球部　３月８日　　　　　●ブラッソテニスクラブ　　３月14日～17日

●花園大学剣道部　　　　　３月24日～27日　　●香川大学硬式野球部　　　３月26日～30日

香川大学硬式野球部の
皆さんによる清掃活動

京都産業大学と愛媛大学との練習試合

花園大学剣道部

香川大学と松山フェニックスとの練習試合

拓殖大学硬式野球部

浜松大学硬式野球部

四国学院大学硬式野球部

大阪府立大学硬式野球部ブラッソテニスクラブ

ＪＦＥ西日本硬式野球部
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世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
３
年
に
１
度
、

３
月
22
日
の
「
世
界
水
の
日
」
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
る
「
水
」
に
関
す
る
世
界
最
大
の

国
際
会
議
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者
の

参
加
と
対
話
を
通
し
て
、
持
続
可
能
な
発
展

の
た
め
の
水
政
策
の
立
案
に
貢
献
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
、
西
条
市
が
発
表
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
の
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
道
前
平
野
地
下
水
資
源
調
査
解
析
事
業
に

よ
る
科
学
的
な
水
資
源
調
査
を
も
と
に
、
地

域
で
の
地
下
水
利
用
を
保
全
す
る
「
西
条
モ

デ
ル
」
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
同
調
査
解
析
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所

に
推
薦
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。

　

第
５
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
世
界

１
９
２
カ
国
か
ら
約
３
万
人
が
参
加
し
、
主

要
テ
ー
マ
「Bridging D

ivides for W
ater

（
水
問
題
解
決
の
た
め
の
架
け
橋
）」
の
も

と
、
１
０
０
以
上
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
気

候
変
動
と
水
災
害
管
理
、飲
料
水
、ト
イ
レ
・

衛
生
、
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
流
域
に
お
け

る
水
資
源
の
保
護
・
管
理
、
政
治
、
経
済
、

教
育
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
世
界
の
水
危

機
な
ど
を
訴
え
る
国
際
機
関
の
出
展
や
、
各

国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
設
け
ら
れ
、
水
に
関
す

る
企
業
・
政
府
関
係
者
が
先
進
的
な
技
術
や

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日
に
は
、
皇
太
子
殿
下
が
「
水

と
か
か
わ
る

－

人
と
水
と
の
密
接
な
つ
な
が

り

－

」
と
題
す
る
基
調
講
演
を
行
わ
れ
、
過

去
の
歴
史
な
ど
の
紹
介
、
水
管
理
に
は
絶
え

間
の
な
い
継
続
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
条
市
が
参
加
し
た
会
議
は
20
日
に
行
わ

れ
、「
水
科
学
と
水
管
理
に
社
会
文
化
的
考

え
を
！　

何
が
架
け
橋
で
何
が
障
害
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
９
名
が
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
中
で
西
条
市
は
「
未
知
の
共
通
資

源
を
規
制
す
る　

地
下
水
に
関
す
る
地
域
社

会
と
科
学
の
共
同
作
業
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
前
述
の
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
谷

口
真
人
教
授
と
佐
々
木
和
乙
生
活
環
境
部
長

が
10
分
間
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
西
条
市
の
平
野
部
に
水
田
が

多
い
と
い
う
土
地
利
用
の
特
徴
や
地
下
水
の

自
噴
域
の
広
が
り
、
市
街
地
で
も
地
下
水
に

頼
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
過
去
の
干
拓
の

事
例
、
弘
法
水
の
い
わ
れ
な
ど
を
紹
介
し
、

う
ち
ぬ
き
に
代
表
さ
れ
る
地
下
水
が
現
在
も

西
条
市
民
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。
西
条
の
地
下
水
が
古
く

か
ら
生
活
に
根
付
き
、
利
用
・
保
全
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、
科
学
的
知
見

と
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
融
合
し
、
現
在
「
総
有
」
と

い
う
概
念
を
持
っ
て
水
管
理
を
行
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
、
世
界
か
ら
集
ま
っ

た
聴
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
「
水
は
売
ら
な
い
、
地
域
で
活
用
す
る
」

と
世
界
に
向
け
て
西
条
市
の
思
い
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
水
を
守
っ
て
い
く
姿
勢
に
確
信

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
進
む
べ
き
道
が

よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館　

環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

▲発表で使用した資料（抜粋）。地下水の自噴水と、地
　域での水の使い方を紹介しました。

　

去
る
３
月
16
日
〜
22
日
の
間
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

（W
orld W

ater Forum
）
に
西
条
市
と
、
水
に
関
す
る

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
（
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
）
が
参
加
し
、

西
条
市
の
水
利
用
や
歴
史
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

第
５
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

寺、今井地
域の文化財
を訪ねる予
定です。
　どちらも
予備日を設
けますが、
第２回目が
雨天の場合、
古文書の研
修日に当て
たいと計画しています。
　市民の皆様のご参加も歓迎します。関心のある方は丹原
史談会事務局（TEL0898ー68ー7300内線225）までお問い合
わせください。

　境内には弘法大師を祭った大師堂と、かつて大慈庵の周
囲を利用して競馬が行われていたこともあり、馬頭観音菩
薩が祭られています。隣りの三芳地区に競馬場があったと
きは、馬主や調教師がよくお参りに来ていたといわれてい
ます。
　昨年４月には、33年に一度の御開帳があり、ご利益を求
めて大勢の参拝者でにぎわいました。現在、住職が不在で
あるため、地元自
治会が御開帳実行
委員会となり、即
売会など300年近
い伝統行事を開催
するなど、地域あ
げてお祭りを行っ
ています。

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

「これは、見事なソテツ群」   　　《大慈庵》

　大慈庵は、享保６年（1721年）に黄檗宗正法寺第二世住
職広音寂梵老和尚が隠居寺として高田（国安地区）に開基
したものです。
　大慈庵の境内には12本のソテツ群があります。これほど
見事なソテツ群が見られる寺院は珍しく、大きいものでは
根回り約５メートル、高さ約４メートルにもなる樹齢200
年を越えるソテツが茂っています。
　現在あるソテツは、開基した当時の住職と第六代住職が、
それぞれ８株ずつ植えたもののうちの12株で、石川椿庵主
が丹精に育てあげ、今では立派な群生となっています。昭
和58年には、市の天然記念物に指定されました。東予高校
玄関前や周桑病院のソテツも、この大慈庵から移植された
ものです。

▲

 

文
化
遺
産
を
訪
ね
る
史
談
会
の
皆
さ
ん

▲　

大
慈
庵
の
ソ
テ
ツ
群

　今では藤も大きく育ち、４月下旬～５月上旬にかけて紫
の房がたくさん花開きます。まもなく見ごろを迎える藤棚
で藤の甘い香りに包まれながら、お花見と瀬戸内の遠望を
お楽しみください。そしてその後は、子ども広場で遊んだ
り、おあしす市場での買い物や椿交流館での温泉や足湯な
ど、ぜひともオアシスをまるごとお楽しみください。
■問合せ　石鎚山ハイウェイオアシス館(TEL0898-76-3111)
　　　　　椿交流館(TEL0898-76-3511)
　

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所
藤の花と高台からの遠望を楽しみませんか
　　　　　　　　《石鎚山ハイウェイオアシス館》

　市内には藤の花の名所がいくつかありますが、小松にも
高台で藤を楽しめる場所があります。
　石鎚山ハイウェイオアシス館の上り駐車場北側には、約
15メートルにわたって藤棚が広がっています。藤棚の下に
設置されているベンチに腰掛けると、見上げれば紫の藤の
花房が、また目の前には道前平野からしまなみ海道まで一
望できます。
　この藤棚やベンチは、平成16年３月に当時の小松町観光
協会が、オアシス館や椿交流館への観光客誘致のため、地
元業者の協力によって設置されたものです。藤の植樹も地
元造園業者の協力で行われ、観光協会とともに地元の協力
があって作られた藤棚です。
　
　

▲

藤
棚
越
し
の
眺
望
を

「ふるさと」探訪   　　《丹原史談会》

　平成17年度に丹原史談会を結成して以来、ふるさとの優
れた文化遺産の理解を深め保護意識を高めるべく、年間２
回の「ふるさと」探訪を続けています。今までに郷土の名
刹・西山興隆寺を皮切りに、小学校区別に文化財の探訪を
進めてきました。
　実施に当たっては、理事会を開き探訪地を決定し、資料
の作成をしたり説明分担者を決めたり、時には事前に現地
確認を行い探訪に備えています。説明者の話を聞いて、補
足する事項を協議したり追加資料を検討したりして、参加
者の学習意欲に応えています。
　平成21年度は、第１回目を５月16日㈯に田野地区＜綾延
神社、宝蔵寺、三島神社、浄明寺、大庄屋野口家、代官所
跡、無量寺（胡蝶侘助、扁額）＞、第２回目は10月に久妙
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■
得
意
技
は
高
度
な
溶
接
技
術

　
「
電
子
ビ
ー
ム
溶
接
機
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
今
ま
で
付
き
合
っ

て
い
た
企
業
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
企
業
と
の
付
き
合
い
が
で
き
ま

し
た
」
と
泉
鉄
工
㈱
の
泉
房
保
社

長
は
語
る
。

　

泉
鉄
工
は
昭
和
24
年
に
新
居
浜

市
に
て
創
業
、
昭
和
46
年
に
は
現

在
の
本
社
と
な
る
新
工
場
を
西
条

鉄
工
団
地
に
建
設
し
た
。

　

泉
鉄
工
の
特
徴
は
、
非
鉄
金
属

な
ど
従
来
は
困
難
で
あ
っ
た
材
料

の
溶
接
を
可
能
と
し
、
溶
け
込
み

が
深
く
、
ゆ
が
み
も
少
な
い
電
子

ビ
ー
ム
溶
接
機
を
導
入
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

他
の
溶
接
技
術
で
は
手
間
暇
を

必
要
と
す
る
肉
厚
の
大
き
い
溶
接

で
も
、
電
子
ビ
ー
ム
溶
接
を
用
い

る
と
一
パ
ス
で
接
合
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
電
子
ビ
ー
ム
溶
接

機
は
高
価
な
設
備
で
あ
る
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
必
要
と
さ
れ

る
労
力
や
溶
接
に
よ
る
ゆ
が
み
の

ロ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

作
業
効
率
が
圧
倒
的
に

向
上
す
る
こ
と
が
特
徴

だ
。

　

今
日
、
電
子
ビ
ー
ム

に
よ
る
接
合
技
術
は
、

航
空
機
か
ら
一
般
機
械

器
具
等
に
至
る
ま
で
幅

広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
今
後
、
高

度
な
機
械
加
工
技
術
を

要
す
る
企
業
と
連
携
す

る
な
ど
、
新
た
な
需
要

を
開
拓
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

■
自
社
製
品
の
製
造
が
最
終
目
標

　

高
度
技
術
を
有
す
る
モ
ノ
づ
く

り
企
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
技
術

を
基
に
し
て
自
社
製
品
を
生
み
出

す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
現
在

は
、
他
社
の
製
品
を
製
造
す
る
た

め
に
部
品
製
造
を
行
っ
て
い
る
泉

鉄
工
で
あ
る
が
、「
最
終
目
標
は

自
社
製
品
を
製
造
す
る
こ
と
」

と
、
泉
社
長
は
次
な
る
夢
を
抱
い

て
い
る
。

　
「
他
社
の
製
品
の
部
品
ば
か
り

を
製
造
し
て
い
る
と
、
い
ず
れ
終

わ
り
の
時
が
来
て
し
ま
う
。
自
社

の
技
術
を
さ
ら
に
高
め
、
会
社
の

新
し
い
展
開
を
探
そ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

泉
社
長
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
続
い

て
い
る
。

（
技
術
相
談
室
チ
ー
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー　

林
）

▲モノづくりへの思いを
　語る泉社長（左）

電子ビーム溶接機

▲

泉鉄工　株式会社

　

市
内
の
小
学
５
年
生
22
名
で
構

成
す
る
「
も
の
づ
く
り
科
学
創
造

ク
ラ
ブ
」
が
、
３
月
26
日
に
日
本

シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
と
今
治
造
船

西
条
工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
治
造
船
で
は
、
８
０
０
㌧
ま

で
つ
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
ゴ

ラ
イ
ア
ス
ク
レ
ー
ン
や
大
型
タ
ン

カ
ー
を
間
近
に
歩
い
て
見
学
し
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感
激
し
た
様

子
で
し
た
。

　
「
も
の
づ
く
り
科
学
創
造
ク
ラ

ブ
」
は
、
現
在
５
期
生
が
活
動
し

て
お
り
、
８
月
ま
で
に
残
り
３
回

の
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。船の大きさに圧倒されました

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は市内企業を紹介する「我が社の得
意技」や「ものづくり科学創造クラブの活
動状況」についてお知らせします。

54

工
場
見
学
を
し
ま
し
た
！

も
の
づ
く
り
科
学
創
造
ク
ラ
ブ

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
報
告
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西条市・サイクス主催

地域経済活性化シンポジウム

　去る３月24日㈫、日本のベンチャー企業の草分け的存在といわれる㈱堀場製
作所最高顧問の堀場雅夫氏をお招きし、地域経済活性化シンポジウムを開催し
ました。経済不況の影響によって暗い話題が多い昨今ですが、このような状況
だからこそ、多くの苦境を乗り越えた経験を有する大先輩の考え方に学ぶこと
が多いと考え、シンポジウム開催へと至りました。
　当日の講演と座談会の概要を市民の皆さまへご報告いたします。

開催報告

講
演

講
師
　

堀
場
雅
夫
氏
（
㈱
堀
場
製
作
所
　

最
高
顧
問
）

演
題
　

ク
オ
リ
ア
時
代

堀場雅夫氏プロフィール
　1924年京都市生まれ。1945年、京
都大学理学部在学中に堀場無線研究
所を創業。学生ベンチャーの草分け
と呼ばれる。1953年に堀場製作所設
立。1978年に会長、2005年から最高
顧問に就任。
　日本新事業支援機関協議会（ＪＡ
ＮＢＯ）会長、京都商工会議所副会
頭などを歴任し、起業家の育成にも
力を注いでいる。

　

市
長　

こ
こ
10
年
、
地
方
か
ら

日
本
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
内
発

型
の
産
業
育
成
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
今
後
は
、
新
居
浜
市
、
四
国

中
央
市
と
と
も
に
三
極
連
携
を
行

い
、
自
立
し
た
地
域
経
済
の
確
立

を
め
ざ
し
て
い
る
。
目
標
を
持
っ

て
地
域
が
連
携
し
て
進
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

徳
増　

四
国
は
高
い
潜
在
力
を

持
っ
て
い
る
。
地
域
に
存
在
す
る

資
源
を
最
大
限
活
か
す
こ
と
で
、

地
方
か
ら
提
案
が
可
能
と
な
る
。

一
人
ひ
と
り
が
毎
日
の
仕
事
で
ク

オ
リ
ア
を
感
じ
目
標
を
持
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
四
国
か
ら
日
本
を

変
え
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

丹
治　

地
場
産
業
が
多
い
愛
媛

県
は
、
ク
オ
リ
ア
を
大
切
に
す
る

地
域
で
あ
る
。
地
方
都
市
圏
の
中

で
も
特
許
件
数
が
非
常
に
多
い
。

将
来
へ
向
け
て
し
っ
か
り
ク
オ
リ

ア
を
活
用
し
て
い
る
。

　

谷
口　

本
社
を
西
条
市
に
移
転

し
て
2
年
が
過
ぎ
た
。
西
条
市
に

来
た
こ
と
で
、
様
々
な
企
業
と
結

び
つ
き
が
で
き
た
。
西
条
市
は
資

源
も
人
も
豊
か
な
ク
オ
リ
ア
の
あ

る
地
域
で
あ
る
。
今
後
も
他
社
が

行
わ
な
い
こ
と
を
進
ん
で
行
い
、

地
方
企
業
で
も
存
在
感
を
示
し
て

い
き
た
い
。

　

堀
場　

多
く
の
企
業
が
経
済
不

況
で
苦
し
ん
で
い
る
が
、
為
替
相

場
が
１
ド
ル
２
円
に
な
ろ
う
が
５

０
０
円
に
な
ろ
う
が
、
人
は
生
き

て
い
け
る
。
ク
オ
リ
ア
を
感
じ
目

標
を
持
つ
こ
と
で
、
状
況
を
打
破

す
る
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

中
小
企
業
は
新
し
い
発
想
と
見
方

で
市
場
ニ
ー
ズ
を
見
付
け
出
し
、

そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
自

社
の
技
術
を
ど
う
活
か
し
、
発
信

し
て
い
く
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

●
日
本
の
パ
ワ
ー
は
地
方
か
ら

　

人
が
フ
ル
パ
ワ
ー
を
出
せ
る
状

態
は
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

万
全
な
状
態
で
あ
る
。
日
本
も
同

じ
で
、
地
方
が
元
気
で
な
く
て
は

日
本
が
フ
ル
パ
ワ
ー
を
出
す
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
地
方
が
活
力

を
持
つ
た
め
、
地
場
産
業
を
育
成

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
ク
オ
リ
ア
と
は

　
「
質
感
」と
訳
さ
れ
る
が
、
私
は

「
グ
ッ
と
く
る
」
こ
と
と
言
っ
て

い
る
。
積
極
的
に
ク
オ
リ
ア
を
感

じ
、
考
え
る
こ
と
で
何
か
を
生
み

出
す
。「
五
感
」を
研
ぎ
澄
ま
し
、

多
く
の
ク
オ
リ
ア
を
感
じ
る
こ
と

で
、
楽
し
い
人
生
、
新
し
い
自
分

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
仕
事
は
楽
し
く

　

多
く
の
人
は
「
仕
事
＝

イ
コ
ー
ル

疲
れ

る
」
と
感
じ
る
だ
ろ
う
。
社
会
の

た
め
、
自
分
の
た
め
、
人
生
を
楽

し
む
た
め
に
仕
事
を
す
る
と
思
え

ば
、
仕
事
か
ら
得
ら
れ
る
ク
オ
リ

ア
は
想
像
以
上
に
多
く
な
る
。

●
未
来
は
自
分
で
創
る

　

将
来
、
日
本
や
西
条
市
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
は
誰
も
予
想
で
き

な
い
。
し
か
し
、
市
民
が
西
条
市

を
ど
の
よ
う
な
都
市
に
し
た
い
か

目
標
を
持
つ
こ
と
で
、
素
晴
ら
し

い
西
条
市
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

車
座
座
談
会

登
壇
者

堀
場
雅
夫
氏

徳
増
有
治
氏
（
四
国
経
済
産
業
局
長
）

丹
治
芳
樹
氏
（
日
本
銀
行
松
山
支
店
長
）

谷
口
裕
久
氏
（
㈱
谷
口
金
属
熱
処
理
工
業
所
代
表
取
締
役
）

伊
藤
宏
太
郎
（
西
条
市
長
）

テ
ー
マ
　

郷
土
に
対
す
る
想
い
と
外
へ
の
発
信
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５
月
５
日
㈫
「
こ
ど
も
の
日
」

は
、
次
の
地
区
の
ご
み
収
集
を
お

休
み
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
方
は

次
回
の
収
集
日
に
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
が
休
み
の
地
区

○
も
え
る
ご
み

　

西
条
、
神
拝
、
神
戸
（
中
寺
、

兎
之
山
、
大
久
保
除
く
）、
禎
瑞
、

氷
見
、
加
茂

○
も
え
な
い
ご
み

　

玉
津
、
飯
岡
、
橘

※
連
休
明
け
は
収
集
時
間
が
大
幅

に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
必
ず
朝
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
に
規
定
す
る
市
長
の
資
産

等
報
告
書
の
閲
覧
を
、
５
月
11
日

㈪
か
ら
行
い
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課
内

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

総
務
法
制
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

　

駆
除
薬
剤
が
必
要
な
方
は
、
自

治
会
の
班
・
組
単
位
な
ど
で
必
要

数
量
を
取
り
ま
と
め
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　
　
　
　
　

１
袋

■
申
込
期
限　

５
月
15
日
㈮

■
引
渡
し
時
期　

５
月
25
日
㈪
～

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
建
築
物
の
維
持
管
理

　

建
築
物
を
空
き
家
の
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
は
、
不
審
火
の
原
因
や

犯
罪
現
場
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
老
朽
化
が
進
む
と
、
雨
漏
り

な
ど
で
垂
木
・
野
地
板
が
腐
り
、

瓦
が
落
下
し
始
め
ま
す
。

　

廃
屋
と
な
っ
た
建
築
物
は
、
近

隣
や
通
行
人
に
迷
惑
を
か
け
、
危

険
を
及
ぼ
し
、
周
囲
に
空
き
家
を

増
や
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
地

震
な
ど
で
倒
壊
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
避
難
や
救
助
・
消
火
活
動
の

妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

　

建
築
物
は
日
頃
か
ら
安
全
性
を

点
検
し
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
維
持
管
理

　

過
去
の
震
災
で
多
く
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
壊
し
て
お
り
、
塀
の
下

敷
き
に
な
っ
て
死
傷
者
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
倒
壊
し
た
塀
は
、
道

路
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
や
救
助
・
消

火
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性
を
点
検

し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
冊
子
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
役
所
と
各
公
民
館
に
は
「
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
点
検
し
よ
う
！
」
と

い
う
冊
子
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ

の
冊
子
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

表
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
建
築
審

査
課　

建
築
指
導
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
５
４

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

５
月
５
日
㈫
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す
（
旧
西
条
市
）

市
長
の
資
産
等
を
公
開
し
ま
す

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

　水道事業は公営企業であり、すべての費用を水道料
金で賄う独立採算方式で運営しています。安全でおい
しい水を安定的にお届けするため、水道を利用される
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

①
水道料金

②
運営資金

④
水道水の
供給

③
施設の
維持･整備

問合せ　市庁舎本館水道業務課　℡0897－52－1352

・料金の管理
・借入金返済
　利息支払い

・水質の定期検査
・維持管理
・施設の新設・改良

・水道メーター検針
・料金請求→お支払い

・安全でおいしい
　水の安定供給

建
築
物
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
維
持

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
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【
資
格
異
動
の
届
出
】

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変

わ
っ
た
方
は
、
資
格
異
動
の
日
か

ら
14
日
以
内
に
担
当
課
へ
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
間
に

か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負

担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
国
保
資
格
が
で
き
る
と
き

○
国
保
の
資
格
を
有
す
る
方
が
西

条
市
に
転
入
し
た
と
き
（
転
入

時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

○
退
職
な
ど
で
、
職
場
の
健
康
保

険
を
や
め
た
と
き
（
社
会
保
険

喪
失
証
明
が
必
要
で
す
）

○
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
で
な
く

な
っ
た
と
き
（
社
会
保
険
喪
失

証
明
が
必
要
で
す
）

■
国
保
資
格
が
な
く
な
る
と
き

○
市
外
へ
転
出
し
た
と
き
（
転
出

手
続
き
時
に
西
条
市
で
使
っ
て

い
た
保
険
証
を
市
役
所
へ
返
却

し
、
転
入
先
で
新
し
い
保
険
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

○
就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
し
た
と
き
（
加
入

し
て
い
る
社
会
保
険
証
の
原
本

が
必
要
で
す
）

○
死
亡
し
た
と
き

○
学
校
に
通
う
た
め
、
市
外
に
住

所
を
移
し
て
い
る
学
生
が
卒
業

し
た
と
き

■
住
所
地
特
例
を
受
け
る
と
き
、

更
新
す
る
と
き

○
学
校
に
通
う
た
め
、
市
外
に
住

所
を
移
し
て
い
る
学
生
（
在
学

証
明
書
が
必
要
で
す
）

○
市
外
の
福
祉
施
設
に
入
所
す
る

と
き
（
在
所
ま
た
は
入
所
証
明

書
が
必
要
で
す
）

【
退
職
者
医
療
制
度
へ
の
届
出
】

　

国
保
退
職
者
医
療
へ
の
届
出
を

し
て
い
た
だ
く
と
、
西
条
市
国
保

で
負
担
す
る
医
療
費
の
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。
高
騰
す
る
医
療
費

に
対
応
す
る
た
め
、
対
象
の
方
は

届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
保
険
証
に

の
印
が
あ
る
方
は

届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者

　

次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
と
そ
の
扶
養
者
で
す
。

○
国
保
の
加
入
者
で
、
65
歳
未
満

の
方

○
厚
生
年
金
ま
た
は
各
種
共
済
組

合
等
の
年
金
の
受
給
権
が
発
生

し
て
い
る
（
年
金
証
書
が
送
ら

れ
て
い
る
）
方
で
、
そ
れ
ら
の

加
入
期
間
の
合
計
が
20
年
以
上

ま
た
は
40
歳
以
後
に
10
年
以
上

あ
る
方
（
国
民
年
金
の
加
入
者

は
除
き
ま
す
）

■
届
出
に
必
要
な
も
の

　

年
金
証
書
、
身
分
証
（
運
転
免

許
証
等
）、
印
鑑
、
国
民
健
康
保

険
証
（
扶
養
者
が
い
れ
ば
、
そ
の

方
の
保
険
証
も
必
要
で
す
）

【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

市
民
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
２

－

１
２
１
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
昨
年
５
月

に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
、

１
カ
月
分
の
医
療
費
か
ら
見
た
病

類
別
統
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

最
も
高
い
比
率
を
占
め
る
の
は

生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
る
高
血

圧
、
脳
梗
塞
、
心
臓
病
な
ど
の
循

環
器
系
疾
患
が
約
19
％
、
次
に
統

合
失
調
症
等
の
精
神
、
行
動
の
障

害
が
約
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
は
今
後
も
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費

が
増
え
る
理
由
は
高
齢
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、

医
療
に
対
す
る
意
識
に
関
わ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
医
療
費
が
増
え

る
こ
と
は
、
国
保
の
財
政
を
圧
迫

し
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
健

康
づ
く
り
と
医
療
費
の
節
約
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
上
手
な
受
診
の
た
め
の
注
意
点

○
一
つ
の
病
気
で
多
く
の
病
院
に

か
か
る
と
、
各
々
の
病
院
で
初

診
料
が
か
か
り
費
用
が
高
く
な

り
ま
す
。

○
時
間
外
、
休
日
、
深
夜
の
受
診

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
割
増
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

○
必
要
以
上
に
た
く
さ
ん
の
薬
を

欲
し
が
る
と
、
そ
の
分
薬
代
が

高
く
な
り
ま
す
。

○
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を

持
つ
と
、
病
歴
な
ど
を
把
握
し

た
上
で
診
療
し
て
も
ら
え
る
の

で
安
心
で
す
。

○
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

と
、
病
気
を
早
期
に
発
見
・
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
管

理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

※
国
保
で
は
重
複
受
診
・
多
数
受

診
の
抑
制
を
目
的
に
、
一
部
の

方
を
対
象
と
し
て
訪
問
指
導
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

医
療
費
か
ら
見
た
病
類
別
統
計

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
資

格
異
動
、
退
職
者
医
療
制
度
の

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

▼ 病類別医療費の内訳 ▼

＜平成20年５月診療分＞　国保医療費：７億8,415万円
　　　　　　　　　　　　１人当たり：　２万5,269円

新生物　13.09％
消化器系の疾患　11.15％

精神、行動の障害
14.81％

内分泌、栄養、代謝
疾患　　　　8.31％

筋骨格系、結合組
織の疾患　7.78％

尿路性器系の
疾患　5.38％

呼吸器系の疾患
4.22％

損傷、中毒、その他の
外因の影響　　3.58％

循環器系の疾患
18.99％

その他
12.69％
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20
日　

固
定
資
産
税
第
１
期
分
の

督
促
状
の
発
送

６
月
１
日　

軽
自
動
車
税
全
期
分

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、

「
車
検
時
に
納
付
す
れ
ば
よ
い

税
金
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず

納
期
限
の
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
ま
で
「
フ
ジ
グ
ラ
ン
西

条
」
で
開
設
し
て
い
た
「
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
出
張
収
納
窓

口
」
は
、
今
年
度
か
ら
設
置
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

東
予
地
方
局
税
務
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
８

　

市
税
な
ど
の
納
付
方
法
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
市
が
口
座
振
替
依

頼
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
月
以
降

か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

【
種
別
変
更
の
手
続
き
】

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
の
加
入
者
（
国
民

年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
）
が
離

職
し
た
場
合
は
、
国
民
年
金
の
第

１
号
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
の
で
、
種
別
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
種
別
変
更
の
手
続
き
方
法

○
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

離
職
し
た
本
人
が
自
営
業
者
、

学
生
、
無
職
等
と
な
る
場
合
は
、

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
を
持
っ
て
住
民
票
の

あ
る
市
区
町
村
の
担
当
窓
口
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
離
職
し
た
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
も
同

様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

○
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

離
職
し
た
本
人
が
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
す
る
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
る
場
合
は
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
失
業
に
よ
る
保
険
料
免
除
】

　

失
業
な
ど
で
収
入
が
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
の
承
認
は
被
保
険
者
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
を

基
準
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は

将
来
受
け
る
年
金
の
受
給
資
格
期

間
（
25
年
）
に
算
入
さ
れ
、
年
金

額
に
も
一
定
の
割
合
で
算
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
免
除
の
手
続
き
方
法

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
（
本
人
が
署

名
す
る
場
合
は
不
要
）、
失
業
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
を
持
っ

て
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の

担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
手
続
き
は

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
に
、
愛
媛
県
庁
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

銃
砲
刀
剣
類
を
新
た
に
発
見
し

た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ

発
見
の
届
出
を
し
て
か
ら
、
登
録

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
７
６

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地
域

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

市
内
で
は
２
５
４
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
43
名
の
主
任
児

童
委
員
が
各
地
域
を
担
当
し
、
相

談
活
動
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
制
度

の
紹
介
な
ど
の
ほ
か
、
問
題
解
決

の
た
め
に
福
祉
事
務
所
や
児
童
相

談
所
な
ど
関
係
行
政
機
関
と
の
パ

イ
プ
役
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
に
は
相
談
内
容
の
秘
密

を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

５
月
の
市
税
ご
よ
み

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
６
月
１
日
㈪
で
す

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
方
は

登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

会
社
等
を
離
職
し
た
方
の

国
民
年
金
の
手
続
き
方
法

５
月
12
日
㈫
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す
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■
補
助
の
対
象
者

　

市
内
在
住
者
で
、
ほ
か
の
公
的

機
関
か
ら
補
助
を
受
け
な
い
方

■
補
助
の
対
象
と
な
る
研
修

　

市
外
で
開
催
さ
れ
る
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講

座
な
ど
（
こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
段
に

掲
載
の
日
本
女
性
会
議
等
も
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
す
）

■
補
助
金
額

　

研
修
参
加
に
要
す
る
旅
費
の
う

ち
、
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　

郵
便
事
業
㈱
で
は
重
度
の
身
体

障
害
者
や
知
的
障
害
者
の
福
祉
に

対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
青
い
鳥
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
通
常
郵
便
は
が
き
を

無
償
で
配
布
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

■
配
布
枚
数　

１
人
に
つ
き
20
枚

■
申
込
期
間　

６
月
１
日
㈪
ま
で

■
申
込
方
法

　

郵
便
局
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
便
局
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
日
時

　

５
月
10
日
㈰　

11
時
～
14
時

■
場
所　

丹
原
町
明
河　

鞍
瀬
川

■
内
容　

鞍
瀬
川
源
流
部
に
生
息

す
る
水
生
昆
虫
な
ど
の
観
察

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
愛
媛
県

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
申
込
先　

東
予
環
境
グ
ル
ー
プ

＆
鞍
瀬
塾
（
藤
原
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

※
集
合
場
所
・
持
ち
物
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　

５
月
10
日
㈰
ま
で

■
開
始
時
間

○
一
般
コ
ー
ス　

９
時
30
分
～
15

時
（
30
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト
）

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

　

10
時
、
13
時
（
１
日
２
回
）

■
内
容　

映
画
、
工
場
見
学
、
ビ

ー
ル
の
試
飲
（
１
人
３
杯
ま
で
）

■
所
要
時
間

○
一
般
コ
ー
ス　

75
分
間

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス　

90
分
間

※
試
飲
は
各
コ
ー
ス
20
分
間

■
場
所
・
申
込
先
（
予
約
制
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
は
お
子
さ

ま
を
含
む
２
人
以
上
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
31
日
㈰

　

９
時
～
13
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

道
前
育
成
園
運
動
場

■
内
容

　

野
菜
、
花
類
、
ク
ッ
キ
ー
、
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

品
な
ど
の
販
売
、
バ
ザ
ー

■
問
合
せ　

道
前
育
成
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

１
９
５
９

■
日
時　

５
月
24
日
㈰　

11
時
～

14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容　

幼
稚
園
児
の
歌
、
ち
く

わ
笛
演
奏
会
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の

市
、
ミ
ニ
寄
せ
植
え
、
花
の
苗
即

売
、
ゲ
ー
ム
・
工
作
・
ミ
ニ
消
防

自
動
車
乗
車
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

※
当
日
は
、
日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
東

予
、
す
ぱ
ー
く
東
予
の
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
17
日
㈰　

11
時
～

14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容　

幼
稚
園
・
保
育
園
児
の

歌
、
ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
ー
ポ
リ
ン
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
、
の
み
の
市
、
ゲ

ー
ム
、
バ
ザ
ー

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

※
当
日
は
東
予
南
幼
稚
園
・
保
育

所
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

重
度
の
身
体
・
知
的
障
害
者
に

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
無
償
配
布

第
12
回　

鞍
瀬
川
自
然
観
察
会

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！
ア
サ
ヒ
の

わ
く
わ
く
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ツ
ア
ー

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修

参
加
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

道
前
育
成
園

ふ
れ
あ
い
即
売
会

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第14回男女共同参画社会づくり推進県民大会
■日時　６月18日㈭　13時～15時40分
■場所　ひめぎんホール　サブホール（松山市）
■内容　基調講演
　講師：鹿嶋　敬氏（実践女子大学教授）
　演題：男女共同参画社会基本法施行10周年を迎えて
■申込先　愛媛県男女参画課　℡089－912－2332
※会場へは市の公用バスを運行しますので、利用を希望される
　方は、市庁舎本館総務課へご連絡ください。

日本女性会議2009さかい
■日時　10月30日㈮・31日㈯
■場所　堺市民会館ほか（大阪府堺市）
■内容　基調講演、分科会、交流会など
■主催　日本女性会議2009さかい実行委員会
※詳しくは実行委員会のホームページをご覧ください。
　URL http://www.2009sakai.jp/

男女共同参画社会づくり関連の大会等のご案内

問合せ　市庁舎本館総務課
　　　　男女共同参画係　℡0897－52－1206
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ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
作
品
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
に
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
作
品
展
で
す
。

■
開
催
期
間

　

５
月
31
日
㈰
～
６
月
７
日
㈰

■
場
所　

前
神
寺
（
洲
之
内
）

■
問
合
せ

　

ゆ
か
い
な
仲
間
（
一
色
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
４
１
６

■
経
営
・
管
理
研
修

○
新
任
管
理
監
督
者
研
修
（
係
長

～
部
長
級
対
象
）

　

５
月
23
日
㈯
・
30
日
㈯

　

申
込
期
限
…
５
月
13
日
㈬

○
組
織
力
を
ア
ッ
プ
す
る
コ
ー
チ

ン
グ
研
修

　

６
月
６
日
㈯

　

申
込
期
限
…
６
月
３
日
㈬

○
販
売
・
営
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
修
（
販
売
・
営
業
職
対
象
）

　

６
月
16
日
㈫

　

申
込
期
限
…
６
月
５
日
㈮

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

５
月
23
日
㈯
・
30
日
㈯

　

申
込
期
限
…
５
月
８
日
㈮

○
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
＆
ワ
ー
ド
基
本

操
作
（
ビ
ス
タ
）

　

６
月
９
日
㈫

　

申
込
期
限
…
５
月
26
日
㈫

○
エ
ク
セ
ル
実
務
操
作

　

６
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯

　

申
込
期
限
…
５
月
29
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作

　

６
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
13
日
㈯

　

申
込
期
限
…
５
月
22
日
㈮

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

■
日
時

　

６
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
・
21
日

㈰　

９
時
～
17
時
（
全
３
回
）

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

会
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
参
加
費　

７
０
０
０
円

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

６
月
７
日
㈰

■
申
込
先

　

西
条
市
ス
キ
ー
協
会
（
青
木
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

【
開
催
日
・
場
所
】

　

５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　

総
合
文
化
会
館

【
美
術
展
】　

■
展
示
時
間

○
９
日　

10
時
～
17
時

○
10
日　

10
時
～
16
時

■
展
示
作
品

　

書
道
、
洋
画
、
日
本
画
、
俳
画
、

生
花
、
押
し
花
、
陶
芸
、
写
真
、

木
彫
り
、
川
柳

【
芸
能
祭
】

■
公
演
時
間

○
９
日　

13
時
～
18
時
25
分

○
10
日　

11
時
～
16
時
10
分

■
公
演
内
容

○
９
日　

日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ

○
10
日　

コ
ー
ラ
ス
、
大
正
琴
、

民
謡
、
三
曲

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課
内

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
６
２
８

■
講
習
期
間
・
時
間

　

６
月
～
平
成
22
年
３
月（
18
回
）

○
小
学
生

　

17
時
30
分
～
18
時
15
分

○
中
学
生
・
高
校
生

　

18
時
25
分
～
19
時
15
分

■
場
所　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資

料
館
、
丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

地
球
サ
イ
ズ
の
友
情
を

築
き
上
げ
て
き
た
松
下
文
治
氏
に

よ
る
英
会
話
・
マ
ナ
ー
の
講
座
。

■
対
象
・
定
員

○
小
学
１
・
２
年
生　

15
人

○
小
学
３
・
４
年
生　

15
人

○
小
学
５
・
６
年
生　

15
人

○
中
学
生　
　
　
　
　

10
人

○
高
校
生　
　
　
　
　

10
人

■
受
講
料　

年
額
１
万
円

■
申
込
期
限　

５
月
21
日
㈭

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
先　

丹
原
総
合
支
所
内　

市
教
委
丹
原
分
室　

教
育
振
興
係

第
38
回　

西
条
地
域
春
季
市
民

芸
術
文
化
祭

ゆ
か
い
な
仲
間
の
作
品
展

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

国
際
社
会
を
考
え
る
講
座

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

５月のスポーツカレンダー

１日  18：00 東予運動公園野球場

15日  18：00 東予運動公園野球場

８日  18：00 東予運動公園野球場

ひうち球場ほか

総合体育館、ひうち体育館

ひうち球場
西条西部公園運動広場
東予運動公園テニスコート

東予運動公園野球場ほか

ひうち陸上競技場
東予体育館

東予体育館

瓶ヶ森駐車場～土小屋第２駐車場

黒瀬ダム

３日　9：00

９日  13：00

４日　8：00
５日　9：00

16日　8：30
17日　8：30

ひうち球場ほか23日　9：00
24日　9：00

ひうち陸上競技場

東予運動公園多目的広場

23日  18：00
30日  18：00

９日　8：45
10日　8：45

10日　9：30

17日　9：00
17日　9：00
17日  10：30

24日　9：00
24日  13：00

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ長崎
西条市スポーツ少年団空手道大会

第４回西条市長旗争奪リトルシニア野球大会

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ高知

第24回西条市長杯争奪卓球大会

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ高知
10日　9：00西条市ソフトボール協会杯大会（壮年）

西条市体育協会杯ソフトテニス大会
四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ香川

第４回西条市スポーツ少年団本部長旗軟式野球大会

第64回東予陸上競技選手権大会
西条市スポーツ少年団春季ミニバス大会
石鎚山系元気ウォーキング大会

第64回国体軟式野球競技成年男子　愛媛県予選大会

西条ひうち長距離記録会

カヌー教室
西条市スポーツ少年団第１回リーグ決勝（ソフトボール）
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心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
興
味

の
あ
る
方
、
子
育
て
や
人
間
関
係

に
不
安
の
あ
る
方
に
役
立
つ
、
初

級
コ
ー
ス
の
講
座
で
す
。

■
日
時
（
全
４
回
）

　

６
月
27
日
㈯　

13
時
～
17
時

　

６
月
28
日
㈰　

９
時
～
17
時

　

７
月
18
日
㈯　

13
時
～
17
時

　

７
月
19
日
㈰　

９
時
～
17
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

え
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
代
表　

南
修
治
氏

■
定
員　

60
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
５
月
29
日
㈮
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

人
権
教
育
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

　

人
権
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

○
各
総
合
支
所
内

　

市
教
育
委
員
会
各
分
室

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

■日程　７月～平成22年３月　月１回２時間程度
■内容　キッチンハーブの楽しみ方、観葉植物の寄せ植
　　　え、西条市の自然観察、正月用盆栽寄せ植え・植
　　　え替え・管理
■対象・定員　一般・40人程度

■日程　５月～10月　月１回
■内容　菊づくりの基本（苗作り・育苗管理）、仕立て
　　　技術の実際（大菊定植）、花芽分化期の管理、養
　　　蕾時期の管理作業、開花期の手入れ
■対象・定員　一般・20人　※先着順

■日程（各コース６回）
　Ａコース：６月開講　毎週火・木曜日　10時～12時
　Ｂコース：７月開講　毎週火・木曜日　19時～21時
■内容　Ａコース：文書作成　　Ｂコース：表計算
■対象・定員　一般・各コース14人

■日程　６月開講　月１回（全８回）
■内容　健康と気功・リラクゼーション＆エレガント、
　　　ダイエット、メタボとウォーキング、正しいきれ
　　　いな歩き方
■対象・定員　一般・30人

■日程　６月開講　月１回（土曜日）　９時～12時
■内容　クレパスや折り紙で動物や乗り物などを描き、
　　　子どもの豊かな感性と表現力を養います。
■対象・定員　小学１～５年生・30人

■日程　６月開講　毎月第４土曜日　10時～12時
■内容　自分が感じたこと感じたままの気持ちを、絵と
　　　短い言葉で表現し、伝える楽しさを学びます。
■対象・定員　一般・15人

■日程　６月開講　月２回（全６回）　19時30分～
■内容　ハングルの読み書きを習熟し、基本的な韓国語
　　　を学びます。（初心者向け）
■対象・定員　一般・20人

■日程　６月開講　毎月第１・３水曜日
　Ａクラス：10時～　　Ｂクラス：13時30分～
■内容　国際化時代を迎え、国際感覚を高めるため、外
　　　国人講師による生きた英会話を学習します。
■対象・定員　一般・各クラス20人程度

申込期間：５月１日㈮～24日㈰

▼ 遊学講座

▼ 菊づくり講座

▼ 初級パソコン講座

▼ 子ども美術講座

▼ 健康と気功＆健康とウォーキング講座

▼ 英会話講座

▼ 初心者絵手紙講座

▼ 韓国語講座

　各公民館に設置してある中央公民館講座の案内チ
ラシに申込書が付いていますので、必要事項を記入
して、中央公民館に提出してください。
　各講座とも定員を超えた場合は抽選（菊づくり講
座のみ先着順）となります。
※受講料は無料ですが、講座によっては学習教材代
　などの実費が必要な場合があります。
■申込期間　５月１日㈮～24日㈰
■問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

▼ 中央公民館講座の申込方法 ▼

【臨時休館日】　５月11日㈪・25日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

●日時　５月19日㈫　９時30分～13時
●内容　初夏の和菓子を作ります。
●講師　アオヤギ菓舗　寺町辰昌氏
●定員　22人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,500円　　●申込期限　５月12日㈫

●日時　５月13日㈬　10時～13時
●内容　ＩＨの基本的な使い方を学ぶ教室です。地元
　　　食材を用いた簡単でおいしい料理を作ります。
●講師　四国電力㈱　職員
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　●申込期限　５月７日㈭
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■
日
時

　

５
月
17
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
等
の
講
習

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

■
日
時

　

５
月
17
日
㈰
、
６
月
13
日
㈯
、

７
月
４
日
㈯
、
８
月
29
日
㈯
、
９

月
19
日
㈯
、
11
月
７
日
㈯
・
28
日

㈯　

14
時
～
16
時

■
場
所　

西
条
農
業
高
等
学
校

■
内
容

　

廃
材
で
の
再
生
紙
づ
く
り
、
焼

き
菓
子
製
造
、
和
紙
の
板
染
め
、

草
花
栽
培
、
パ
ソ
コ
ン
、
廃
お
が

で
の
ボ
カ
シ
づ
く
り
、
木
工

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

２
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

５
月
８
日
㈮

■
申
込
先

　

西
条
農
業
高
等
学
校
（
藻
利
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
１
１

【
八
十
八
夜
に
お
茶
を
摘
も
う
】

■
日
時

　

５
月
２
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
定
員　

15
人

■
参
加
費

　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

【
ヨ
モ
ギ
団
子
を
つ
く
ろ
う
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

５
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪

　

10
時
～
12
時

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
し
ば
餅
を
つ
く
ろ
う
】

■
日
時

　

５
月
５
日
㈫　

10
時
～
12
時

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
草
木
染　

ク
ズ
で
染
め
る
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

５
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭
・
８
日

㈮　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費

　

６
０
０
円
（
素
材
代
別
途
要
）

【
紅
茶
を
つ
く
ろ
う
】

■
日
時

　

５
月
22
日
㈮　

10
時
～
15
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費

　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

【
新
緑
の
ブ
ナ
林
を
歩
こ
う
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

５
月
24
日
㈰
・
25
日
㈪

　

９
時
～
16
時

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

５
０
０
０
円（
昼
食
代
別
途
要
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
９

－

０
２
０
３

　

西
条
市
を
訪
問
す
る
外
国
人
や

西
条
市
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の

た
め
に
、
通
訳
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
特
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
が
で
き

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
協
力
が
必

要
な
と
き
に
国
際
交
流
係
か
ら
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
、
国

際
交
流
や
在
日
外
国
人
支
援
に
関

心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
理
解
と
意
欲
の
あ
る
方
。

■
応
募
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　

ア
ト
リ
エ
し
ま
な
み
で
は
、
郷

土
の
誇
れ
る
農
作
物
や
風
景
、
絵

手
紙
な
ど
自
由
な
題
材
で
、
は
が

き
サ
イ
ズ
に
描
い
た
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
５
月
30
日
㈯
～

６
月
14
日
㈰
の
間
、
中
央
公
民
館

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
対
象　

小
学
生
～
高
校
生

■
応
募
期
限　

５
月
15
日
㈮

■
問
合
せ

　

ア
ト
リ
エ
し
ま
な
み
（
近
藤
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

５
１
４
２

－

５
５
６
３

　

農
業
塾
（
栽
培
講
習
会
）
を
受

講
で
き
る
市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。
申
込
者
に
は
５
月

中
旬
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象

　

旧
西
条
市
内
に
在
住
す
る
方
で

農
業
に
興
味
の
あ
る
方

■
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

■
貸
付
場
所

　

中
野
乙
（
大
久
保
）

■
貸
付
面
積
・
料
金
（
１
区
画
）

○
約
25
平
方
㍍　

５
０
０
０
円

■
貸
付
期
間　

利
用
開
始
日
～
平

成
22
年
３
月
31
日
㈬

■
申
込
期
限　

５
月
７
日
㈭

■
申
込
先

　

Ｊ
Ａ
西
条
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
０
０
０

　

毎
年
５
月
１
日
～
31
日
の
期
間

で
、
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
が
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
豪
雨
災
害
、
火
災

な
ど
の
被
災
者
へ
の
援
助
物
資
や

見
舞
金
の
支
給
な
ど
、
様
々
な
事

業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

西
農
ふ
れ
あ
い
体
験
学
級

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

各
種
教
室

外
国
語
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

第
９
回
小
さ
な
作
品
展

作
品
募
集

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
（
赤
十

字
募
金
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

ふしぎな花倶楽部
　５月１日㈮～30日㈯
　市内在住の武田昌子さんと仲間た
ちの押花展です。四季折々の野に咲
く草花を素材にして、石鎚山・花・
人形などを額絵にしました。お誘い
合わせの上、ぜひご覧ください。
四国地方の石展　５月１日㈮～30日㈯
　故黒田武恒氏寄贈の愛媛県・香川県の鑑賞石を展示。
考古学講座　５月17日㈰　13時～15時
　テーマ：石器の種類　対象：小学生以上
　講師：㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　池尻伸吾氏

５月の休館日　
石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日 （６日開館）
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

和紙と遊ぶちぎり絵展　場所：椿交流館
　５月２日㈯～31日㈰
　市内在住の渡辺美知枝さんと生徒
の皆さんによる作品を展示します。
東予郷土館ちぎり絵教室で、和紙が
持っている不思議な魅力、温かさ、
優しさに触れ、和紙と会話しながら
作品作りに励んでいます。ぜひご覧
ください。

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

トンボ玉とステンドグラス二人展
　５月20日㈬～24日㈰　※最終日は15時まで
　タラ工房の作品展示と即売会です。22日～24日は体験教
室（対象：中学生以上　費用：500円）を開催します。自
分だけのトンボ玉やキーホルダーを作ってみませんか。
西条市とゆかりのある民芸の巨匠・棟方志功と浜田庄司展
　５月27日㈬～８月２日㈰
　世界的板画家の棟方志功、浜田庄司、秋山巌の作品を展
示します。

５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬、14日㈭
開館時間：９時～16時30分

５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

木工ろくろで盛皿作り　参加者募集
　日程など詳しくは生涯学習の館へお問い合わせください。
　定員：５人　材料費は個人負担。
木工創作教室　５月９日㈯・23日㈯　13時～16時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
水彩画・油絵教室　５月２日㈯・16日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
中高年ピアノ教室　５月20日㈬・27日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
同美会展　５月１日㈮～28日㈭　
　油画を展示します。

　８月９日㈰に新地商店街で開催される「夏彩祭」で、ダンス夏彩祭を
開催します。今年で３回目の開催となるダンスコンテスト！
　「喜左衛門参上」をテクノ調にアレンジした曲に合わせて、軽快なス
テップを披露してみませんか？　
　参加者には豪華景品を用意しています。初めての方も気軽に、お申し
込みください。多数の参加をお待ちしています。

申込期限　７月10日㈮

申込先　夏彩祭in壬生川実行委員会
　　　　ダンス夏彩祭・窓口（稲井）　℡090－8976－3144写真：昨年のダンス夏彩祭
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５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬
開館時間：８時30分～17時

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

こどもの国　５月の行事予定表

５月の休館日：毎週月曜日、５日㈫、６日㈬
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

趣味の手芸展　５月16日㈯～６月４日㈭
　パッチワーク、創作アップリケ、フラワーボトルなど丹
精込めた作品を展示します。エコクラフト倶楽部の皆さん
による籠、花などの作品もあわせて展示します。
俳句・俳画展　５月10日㈰まで
　市内の俳句・俳画愛好家の作品を展示します。

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

染め物教室 31日
13：30～15：30

バッジを作ろう！
必要な物：自分のお気に入り
　　　　　の写真
費用：１個100円

10日まで開催中
８：30～17：00

絵画教室

４日
13：30～16：30

小・中学生　定員：20人
材料費：30～450円

小学生
定員：24人

５日
13：30～16：30

木彫教室

３日
13：30～16：30

小・中学生　参加自由
幼児は保護者同伴　※参加者全
員に参加賞があります。

こどもの国で誕生しただんじり
をかつごう！　“だんじり好きの
子どもたちあつまれー”

七宝焼教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

６日
13：30～15：30

楽しい電子工作
＜ＮＥＷ＞七色ライト

10日
13：30～15：30

小学２～６年生
定員：10人

16日・30日
10：00～12：00

小学生将棋大会

将棋教室 小学４～６年生
定員：10人

９日
13：30～15：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります。

10日
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう 小学生　定員：30人

簡単な子ども向け百人一首

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：10人

16日
13：30～15：30

23日
９：00～16：00

地球探検　砥部衝上断層を
見てみよう!!（東温市）

小学４年生以上　定員：30人
必要な物：お弁当、水筒
※バスで行きます。参加費が必要な場
　合もあります。

太陽や星を見る会（第１回）
テーマ：春の星座と土星

23日
19：30～21：00

小学４年生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

17日
13：30～16：30親子木工教室 小学生以上（保護者同伴）

定員：10人

24日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生

定員：10人

５歳児～小学生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：105円
※ビンやコップを持参する場合は無料。

４歳児～中学生　幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン

おもしろ工作教室
～ステンドグラス～

24日
13：30～15：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
　　  （３日除く）
14：00～14：30

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

特別展示　第８回新収蔵資料展
　５月２日㈯～６月21日㈰
　平成20年度中に寄贈・寄託された資料をお披露目展示し
ます。歌人・森田義郎（正岡子規の門人で小松町出身）の
「和歌掛け軸」や、温芳図書館初代館長・一柳春二先生の
明治期の書籍と文庫、江戸後期の朱子学者で書家・篠崎小
竹の「漢詩屏風」など未公開のものばかりです。ぜひ、こ
の機会にご覧ください。

５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、１日㈮、７日㈭、
　　　　　　　８日㈮、12日㈫、13日㈬、31日㈰
開館時間：９時30分～17時30分

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

「こどもの日」無料開放
　５月５日㈫　10時～21時　※１回の利用は２時間以内
　対象：小・中学生
市内小・中学生無料開放日
　５月２日㈯・９日㈯　10時～12時
無料クロール教室　５月23日㈯　10時30分～11時
　対象：市内小・中学生
正規水泳教室　会員募集
　月額費用：週１回コース4,500円、週２回コース7,500円
　※別途、入会金500円が必要です。
水中モニターを設置しています
　使用料など詳しくは、お問い合わせください。

５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）
開館時間：10時～21時
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５月の休館日：毎週月曜日、３日㈰、６日㈬
開館時間：８時30分～17時

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■ゲーム遊び
　５月９日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人
■ジャンボお絵かき（申込必要）
　５月10日㈰　10時30分～11時30分
　対象：５歳以上の幼児・小学生　定員：30人
■リトミック（申込必要）
　５月20日㈬
　○１歳児クラス　10時～10時30分　定員：10組
　　対象：１歳６カ月～２歳未満の幼児と保護者
　○２歳児クラス　10時45分～11時15分　定員：10組
　　対象：２歳以上の幼児と保護者
■紙ヒコーキ作り（申込必要）
　５月23日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■こども映画会「アーサーとミニモイの不思議な国」
　５月２日㈯　13時30分～15時
■簡単工作「手づくりマグネット」（申込必要）
　５月５日㈫　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　定員：10人
■「カーネーションの花作り」（申込必要）
　５月９日㈯　13時30分～14時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：10人
　紙でカーネーションを手作りしよう。

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■わくわく工作「カラフル風車作り」
　５月５日㈫　10時30分～11時30分　対象：幼児・小学生
■こども映画会「アイス・エイジ」
　５月５日㈫　13時30分～15時　対象：小学生
■茶道クラブ
　５月９日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
■リズム教室
　５月16日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
■ゲーム大会
　５月23日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児・小学生

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■おたのしみ会「こいのぼり作り」
　５月５日㈫　10時～11時30分
■児童館まつり
　５月17日㈰　10時30分～14時　
　おもちゃ作り（材料費必要）、バザー（前売り券の
購入が必要）、ＶＹＳコーナーなど盛りだくさんです。
■リズム教室
　５月31日㈰　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　 ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

５月の図書貸出・閲覧は
小松温芳図書館・東予図書館をご利用ください
　新西条図書館、新丹原図書館開館準備作業のため、西条図書
館を５月31日㈰まで休館させていただきます。
※休館中は、ブックポストへ図書資料をご返却ください。
※移動図書館車「カワセミ号」は５月31日㈰まで運休します。

５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、１日㈮、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬、31日㈰
開館時間：９時30分～19時

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

所蔵品展「西条藩と紀州藩」５月２日㈯～31日㈰

５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、12日㈫、
　　　　　　　13日㈬
開館時間：９時～17時

５月の休館日：毎週月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、12日㈫、
　　　　　　　13日㈬
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

和紙教室合同作品展　５月17日㈰まで
　先月に引き続き、和紙教室で製作した作品を展示します。
東予・周桑の寺院散歩展２　５月21日㈭～７月５日㈰
　東予・周桑地区の寺院の文化財、行事などについて写真と説
明文で紹介します。
和紙あんどん作り教室生募集
　６月９日㈫・11日㈭・13日㈯　13時～15時
　本市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つあんどん
を作ります。
　定員：10人（先着順）　費用：2,500円　申込期限：５月23日㈯
一閑張り作り教室生募集
　６月２日㈫・10日㈬　13時30分～15時30分
　柿渋を塗り、独特な風合いのある作品ができます。
　定員：16人（先着順）　費用：200円　申込期限：５月23日㈯

■開館時間　８時～19時
■入館料　（四国鉄道文化館のみ）
　　　　　一般：300円　小・中学生：100円
■問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

５月の休館日：毎週水曜日（６日開館）、７日㈭
　　　　　　　※観光交流センターは無休。
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。厚
くお礼申し上げます。（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽安部和彦（天神）▽髙橋富美子（吉田）▽白

石修一（三津屋）▽笹本陽地（三津屋）▽越智

　孟（三芳）▽故杉野友美（国安）▽河上静次

（上市）▽今井美鈴（小松町安井）▽そがめ歌

謡教室▽西条高等学校▽多賀小学校ＰＴＡ▽多

賀小学校昭和15年入学生一同▽二十四元気会▽

ふじ美会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　

伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝

甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子（大

町）、長瀬　皋（中野甲）▽大正琴・歌・踊

り・プレゼント　西条市退職女教師の会▽楽器

演奏　西条市民吹奏楽団▽菓子ほか　大町連合

自治会福祉部▽大正琴ほか　西条公民館大正琴

グループ

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽奉仕活動　森本政美▽喫茶・カレンダー作り

　コープえひめ福祉グループ▽清掃作業　小松

ともしび会▽ひな祭り　石根保育所▽誕生会・

歌　喜多台カラオケ親睦会▽琴演奏　小松高等

学校日本音楽部

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
の
出
会
い

は
、
小
学
生
の
こ
ろ
の
一
冊
の
本

か
ら
で
あ
っ
た
。
『
ば
ら
の
心
は

海
を
わ
た
っ
た
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
惹ひ

か
れ
て
読
み
、
リ
デ
ル
女

史
や
光
田
医
師
の
生
き
方
に
陶
酔

し
、
食
卓
で
そ
の
話
を
出
す
と
、

両
親
は
難
し
い
顔
で
、
小
学
生
の

私
は
何
と
な
く
気
が
引
け
、
そ
れ

き
り
に
…
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
学

習
す
る
機
会
を
得
て
、
今
ま
で
見

え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

一
つ
の
事
実
が
伝
え
方
・
捉
え
方

次
第
で
何
色
に
で
も
変
え
ら
れ
る

こ
と
に
、
声
が
出
そ
う
に
な
る
く

ら
い
驚
い
た
。
私
の
両
親
が
か
つ

て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ハ
ン

セ
ン
病
に
対
す
る
無
知
や
偏
見
は
、

い
ま
だ
に
多
く
の
人
が
抱
え
て
い

る
問
題
だ
。
し
か
し
、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
る
に
は
そ
れ
な

り
の
時
間
と
労
力
も
か
か
る
の
で
、

個
人
で
は
限
界
も
あ
る
。
だ
か
ら
、

行
政
や
学
校
が
学
習
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

で
西
条
南
中
学
校
の
発
表
を
聞
き
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て

の
取
り
組
み
に
感
動
し
た
。
大
島

青
松
園
（
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の

療
養
所
）
に
何
度
も
足
を
運
ば
れ
、

真
実
の
掘
り
起
こ
し
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
か
け
た
甚
大
な
努
力

は
、
人
権
啓
発
劇
『
ふ
る
さ
と
』

に
確
実
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
後
、
南
中
学
校
に
入
園
者
の
お

二
人
を
お
招
き
し
『
お
か
え
り
な

さ
い
集
会
』
を
開
か
れ
た
そ
う
だ
。

お
二
人
が
心
か
ら
笑
っ
て
故
郷
の

地
を
踏
み
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
、

地
域
や
学
校
で
の
啓
発
活
動
は
続

け
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
、

校
区
全
体
に
人
権
文
化
の
風
を
起

こ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
一

方
、
西
条
東
中
学
校
の
発
表
か
ら

は
日
々
の
人
権
・
同
和
教
育
の
授

業
を
大
切
に
す
る
真し

ん
し摯

な
姿
勢
が

伝
わ
り
、
日
常
の
充
実
こ
そ
実
践

力
を
培
う
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

人
権
劇
へ
の
取
り
組
み
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
の
連
携
な
ど
を
通
し
、
身
の
回

り
の
問
題
に
気
づ
き
解
決
で
き
る

生
徒
が
地
域
と
共
に
育
っ
て
い
る
。

二
つ
の
発
表
を
聞
き
、
人
と
の

つ
な
が
り
が
人
生
の
醍
醐
味
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。
自
分
の
世
界

に
逃
げ
込
む
の
は
簡
単
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
味
気
な
い
。
多
少
の

摩
擦
も
楽
し
み
な
が
ら
、
人
と
の

交
わ
り
を
大
切
に
で
き
れ
ば
、
人

生
は
き
っ
と
何
倍
も
面
白
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
家
事
も
そ
こ
そ
こ

に
学
習
会
へ
出
掛
け
る
私
を
笑
顔

で
見
送
っ
て
く
れ
る
家
族
を
含
め
、

仲
間
あ
れ
ば
こ
そ
道
は
開
け
る
も

の
と
信
じ
た
い
。

■図書が寄贈されました
　３月29日㈰に、国際ソロプチミスト西
条から「ソロプチミスト西条桜文庫」と
して、1,000冊の児童書が市へ寄贈され
ました。これらの図書は、６月にオープ
ン予定の西条図書館の蔵書として来館者
の皆さんにご利用いただきます。

　４月１日付けで、法務大臣から次の方々が人権擁護委員に委嘱
されました。

　■再任　井門喜代美氏（下島山甲）

　■新任　宮内哲彦氏（明屋敷）、今井　幸氏（大町）

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱された、あなた
の街の相談パートナーです。暮らしの中での悩みや心配事、困り
事のある方は、ぜひお近くの人権擁護委員にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
◆問合せ　市庁舎本館市民生活課　市民相談係　℡0897－52－1243

宮内哲彦氏
　 　（明屋敷）

今井　幸氏
　　 　（大町）

人権擁護委員が委嘱されました人権擁護委員が委嘱されました人権擁護委員が委嘱されました

平成20年度西条市人権・同和教育研究大会に参加して
丹原西中学校教諭　秋川雅与№54
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標
準
和
名
は
ク
ロ
ダ
イ
で
す
が
、
西

条
を
は
じ
め
関
西
で
は
チ
ヌ
と
呼
ば
れ

て
い
る
魚
で
、
体
色
が
黒
い
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
タ
イ
の
仲
間
で
身
は

白
身
、
淡
泊
で
上
品
な
味
が
し
、
刺
身

や
塩
焼
き
、
ア
ラ
煮
や
フ
ラ
イ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
料
理
方
法
が
あ
り
ま
す
。
汁

物
や
煮
物
に
す
る
際
に
臭
み
が
気
に
な

る
場
合
は
、
一
度
湯
通
し
し
て
水
で
洗

っ
て
か
ら
料
理
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
南
部
か
ら
日
本
各
地
の
沿
岸

（
琉
球
列
島
を
除
く
）
と
、
朝
鮮
半
島

か
ら
東
シ
ナ
海
に
分
布
し
、
主
に
内
湾

の
比
較
的
浅
い
場
所
に
生
息
し
ま
す

が
、
河
口
や
川
の
上
流
部
に
さ
か
の
ぼ

　店の真ん中に大きないけすを
構え、地元の魚介類を新鮮かつ
良心的な価格で提供できるよう
心がけています。特に限定16食
の日替わりランチが人気です。
　西条でとれる魚はとても力強
いので、地域食材の素晴らしさ
を感じていただきたいです。

定置網　一幸
矢原　茂さん

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

３
〜
５
月
ご
ろ
に
よ
く
と
れ
て
安
価

で
す
が
、
身
が
軟
ら
か
く
、
に
お
い
が

強
い
で
す
。
８
月
・
９
月
ご
ろ
に
な
る

と
身
が
引
き
締
ま
り
、
味
も
良
く
な
り

ま
す
。
時
節
に
応
じ
て
チ
ヌ
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

①　チヌを３枚におろし、皮をとる。
②　①を３～４㎜程度の厚さに削ぎ切りにする。
③　②をボールに入れて２分ほど流水にさらし、氷水に
　入れる。
④　③を少しおいた後、ザルに上げて水気を取る。
⑤　梅干しを裏ごしして、だし汁を加えて、とろみが残
　る程度に伸ばす。
⑥　⑤に薄口しょうゆ、レモン汁、みりんを入れて味を
　調えると梅肉たれの完成。
⑦　④をかち割り氷の上にのせて出来上がり。

※お好みでワサビを添えて、お召し上がりください。
※今の時期のチヌは磯の香りが強いので、必ず活きじめにし
　たものを使ってください。

　脂質が少なく、栄養価の高いタンパク質を多く含み、消化吸
収が良いので、年齢を問わず生活習慣病・胃弱の方にも適して
います。また、うまみ成分のイノシン酸が分解されにくいので
鮮度が落ちても味が急速には落ちにくいと言われています。

チヌ ‥‥‥‥  １匹（700ｇ程度）　　梅干し ‥‥‥‥‥‥‥ ５粒程度
だし汁 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量　　   薄口しょうゆ ‥‥‥‥‥‥ 少々
レモン汁 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々　　   みりん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々

 エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 82kcal　　  タンパク質 ‥‥‥‥‥ 10.8ｇ
 脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.5ｇ　　塩分‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.7ｇ

素材・分量（６人分）

栄養価（１人当たり）

栄養士チェック

　魚は、日本人の食生活において子どもから高齢
者まであらゆる年代に欠かせない栄養のバランス
のとれた食べ物のひとつです。最近は栄養のバラ
ンスが偏ったり、時間が不規則になるなど、正し
い食生活が失われつつあります。魚も昔に比べる
と食べる量は減ってきていました。しかし、近頃
は魚の良さが見直され、魚を食べる機会も増えて
いるようです。
　新鮮な魚は刺身で食べ、素材のおいしさを味わ
うことができます。また、煮たり焼いたり、揚げ
たり蒸したりするなどいろいろな調理方法で、お
いしく魚を食べることができます。味覚は幼いこ
ろに育つので、栄養豊富な魚をおいしく食べるこ
とを教えることは、子どもにとって一生の財産に
なります。

次回の食材は トマト です。　問合せ：市庁舎本館産業振興課　ふるさと産品係　℡0897－52－1490

魚をおいしく食べましょう

漁獲量：57ｔ
参考：平成19年愛媛農林水産統計年報
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■
褒
状　
　
　
　

西
条
市
消
防
団

■
永
年
勤
続
功
労
章

【
消
防
本
部
】　
　

西
𠩤
孝
雄
（
消
防
監
）

【
玉
津
分
団
】　
　

伊
藤
義
照
（
分
団
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

髙
橋　

正
（
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】　
　

伊
藤
篤
志
（
副
分
団
長
）

■
功
労
章

【
消
防
本
部
】　
　

多
田　

寛
（
消
防
司
令
）

【
橘
分
団
】　
　
　

金
子
賢
志
（
分
団
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

山
内
文
孝
（
分
団
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

佐
々
木
伸
二
（
分
団
長
）

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
綱
男
（
副
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

岡
部
博
記
（
副
分
団
長
）

【
神
戸
分
団
】　
　

岡
村
重
治
（
副
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

松
本
一
夫
（
部
長
）

【
玉
津
分
団
】　
　

遊
口　

実
（
部
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

川
村
忠
𠮷
（
部
長
）

【
小
松
分
団
】　
　

増
𠩤
雅
雄
（
部
長
）

■
功
績
章

【
団
本
部
】　
　
　

越
智
俊
幸
（
副
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

藏
本
友
行
（
副
団
長
）

■
精
績
章

【
団
本
部
】　
　
　

塩
見
典
久
（
副
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

楠　
　

學
（
副
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

日
野
優
次
郎
（
分
団
長
）

【
神
戸
分
団
】　
　

近
藤
修
次
（
分
団
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

西
本
秀
喜
（
分
団
長
）

■
勤
続
章

【
禎
瑞
分
団
】　
　

加
藤　

茂
（
副
分
団
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

木
藤
考
充
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
通
雄
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

上
野
武
雄

【
石
根
分
団
】　
　

村
上
善
彦
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
章
司
・
日
野
裕
之

【
小
松
分
団
】　
　

村
上
昭
義
（
班
長
）

【
大
保
木
分
団
】　

工
藤
秀
利

■
功
績
章

【
加
茂
分
団
】　
　

髙
橋
直
喜
（
分
団
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

髙
橋
芳
和
（
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

豊
田
祐
司
（
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

黒
河
章
博
（
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

桑
原
辰
男
（
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

德
増
博
行
（
副
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

加
藤　

茂
（
副
分
団
長
）

■
規
律
章

【
田
野
分
団
】　
　

戸
田
祐
司
（
副
分
団
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

髙
橋
豊
和
（
班
長
）

【
大
保
木
分
団
】　

松
下　

木
（
班
長
）

【
吉
岡
分
団
】　
　

大
西
利
幸
（
班
長
）

【
楠
河
分
団
】　
　

池
田
義
文
（
班
長
）

【
小
松
分
団
】　
　

今
井
愼
治
（
班
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

藤
井
進
一

【
氷
見
分
団
】　
　

丹　

昌
照

【
壬
生
川
分
団
】　

渡
部
郁
也

【
徳
田
分
団
】　
　

鎌
倉　

光

■
勤
続
章

【
吉
岡
分
団
】　
　

大
澤
正
明
（
副
分
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

日
和
佐
雅
彦
（
部
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

桑
村
勇
記
（
部
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

廣
田　

進
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

高
瀨
悟
史
（
班
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

一
色
栄
治
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

大
塚
恒
和
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

越
智
道
博
（
班
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

杉
野
直
樹
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

黒
川　

寿
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
礼
次
（
班
長
）

【
神
戸
分
団
】　
　

菅　
　

進
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

真
鍋　

貢
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
木
克
彦

【
庄
内
分
団
】　
　

篠
塚　

勉
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
部
和
紀
・
奥
村
悦
夫

【
丹
原
分
団
】　
　

岡
田
武
文
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

大
谷
繁
行
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
洋
一
（
班
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

杉
野
健
児
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

黒
河
通
増
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

大
川
孝
臣
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

松
木
栄
治
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

黒
河
武
史
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

白
石
明
広

【
田
野
分
団
】　
　

眞
鍋　

洋
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

山
内
誠
二
（
部
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

青
木
竜
司
（
班
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

加
藤
哲
郎
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
秀
喜

【
玉
津
分
団
】　
　

塩
𥔎
晃
英
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

西
原　

康

【
加
茂
分
団
】　
　

谷　

利
治
（
班
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

中
路
康
彦
（
班
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

桑
名
洋
輔
（
班
長
）

　

去
る
３
月
15
日
、
加
茂
川
河
川
敷
で
消
防
観
閲
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
市
長
や
来
賓
者
が
見
守
る
中
、
消
防
団
員
に
よ
る
規
律
の
と
れ
た
分
列
行

進
や
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

に
対
す
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
２
３
８
名
・
６
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

平
成
21
年
消
防
観
閲
式

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
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越
智　

隆

【
中
川
分
団
】　
　

渡
辺
眞
佐
志
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
義
弘
・
和
田
嘉
德

【
神
拝
分
団
】　
　

河
野
信
也

【
飯
岡
分
団
】　
　

武
田
佳
郎

【
橘
分
団
】　
　
　

丹　

勝
正
・
高
橋　

誠

【
禎
瑞
分
団
】　
　

髙
橋
啓
三

【
氷
見
分
団
】　
　

森　

芳
夫
・
御
堂
富
雄

【
三
芳
分
団
】　
　

松
浦
栄
治
・
金
子
潤
二

【
楠
河
分
団
】　
　

茎
田
正
信

【
桜
樹
分
団
】　
　

越
智
治
貴

【
小
松
分
団
】　
　

飯
塚
弘
志
・
前
川
和
輝

【
石
根
分
団
】　
　

髙
橋
孔
治
・
青
野
広
美

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
浩
三
・
渡
部
豊
信

■
親
子
消
防
団
員

【
大
町
分
団
】　
　

髙
橋
義
隆
（
部
長
）

【
東
支
団
本
部
】　

髙
橋
憲
司
（
班
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

伊
藤
秀
樹
・
伊
藤
淳
也

■
感
謝
状
（
内
助
の
功
労
）

【
団
本
部
】　  

越
智
峰
子
（
越
智
俊
幸
夫
人
）

【
飯
岡
分
団
】
森
賀
五
月
（
森
賀
克
彦
夫
人
）

【
禎
瑞
分
団
】
井
上
富
子
（
井
上
一
夫
夫
人
）

【
桜
樹
分
団
】  

小
笠
原
み
な
子（
小
笠
原
範
幸
夫
人
）

　
　
　
　
　

  

渡
部
よ
り
子（
渡
部
修
一
夫
人
）

　
　
　
　
　

  

黒
川
明
美
（
黒
川
君
雄
夫
人
）

　
　
　
　
　

  

佐
伯
晴
美
（
佐
伯　

明
夫
人
）

　
　
　
　
　

  

佐
伯
和
子
（
佐
伯
光
男
夫
人
）

　
　
　
　
　

  

越
智
豊
子
（
越
智
文
雄
夫
人
）

【
神
拝
分
団
】
白
石
通
子
（
白
石
孝
久
夫
人
）

【
多
賀
分
団
】
川
原
満
枝
（
川
原
龍
仁
夫
人
）

【
中
川
分
団
】
定
成
千
景
（
定
成
清
則
夫
人
）

【
氷
見
分
団
】  

内
田
由
美
（
内
田
政
則
夫
人
）

【
大
保
木
分
団
】　

松
浦
陽
子
（
松
浦
松
男
夫
人
）

■
勤
続
10
年

【
玉
津
分
団
】 

越
智　

修
（
班
長
） 

【
田
野
分
団
】 

戸
田
祐
司
（
副
分
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

戸
田
直
彦
（
班
長
）

【
吉
岡
分
団
】 

黒
光
俊
秀
（
班
長
） 

【
大
町
分
団
】 

明
日
伸
一 

 

【
飯
岡
分
団
】 

神
野
竜
美 

 

【
神
戸
分
団
】 

谷
﨑
久
志 

 

【
橘
分
団
】 

西
原
弘
記 

 

【
氷
見
分
団
】 

渡
部
嘉
三 

 
【
吉
井
分
団
】 

黒
川
信
一

【
周
布
分
団
】 

越
智
真
次

【
多
賀
分
団
】 

黒
河
順
一

【
国
安
分
団
】 

髙
瀬
秀
之
・
長
井
春
彦 

【
楠
河
分
団
】 
江
原　

孝

【
庄
内
分
団
】 
渡
部
健
司
・
山
内
誠
司 

【
丹
原
分
団
】 

石
川
浩
二

【
徳
田
分
団
】 

鎌
倉　

光
・
黒
河
博
之 

【
中
川
分
団
】 

佐
伯
泰
雄
・
髙
瀬　

章

【
桜
樹
分
団
】 

越
智　

茂

【
小
松
分
団
】 

曽
我
部
信
仁

【
石
根
分
団
】 

並
木　

勝

■
勤
続
５
年

【
西
支
団
本
部
】 

倉
田
律
子
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
律
子
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
友
子
・
山
内
由
紀

　
　
　
　

 

豊
田
幸
江
・
日
和
佐
直
子

【
神
拝
分
団
】 

清
水
大
吾
・
阿
部
雅
義

【
西
条
分
団
】 

塩
見
真
吾
・
淺
田
孝
典 

　
　
　
　
　
　
　

河
端
繁
樹
・
髙
橋
伸
夫

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
通
修
・
秋
月
仁
志 

【
大
町
分
団
】 

小
山
年
幸
・
秋
山
靖
夫 

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
吉
浩

【
玉
津
分
団
】 

伊
藤
充
久
・
萩　

哲
也

　
　
　
　
　
　
　

金
子
浩
希
・
渡
邉　

豊

【
飯
岡
分
団
】 

越
智
繁
敏
・
河
野
和
也　

　
　
　
　
　
　
　

石
川　

昇

【
氷
見
分
団
】 

伊
藤
淳
也

【
吉
井
分
団
】 

山
岡
晃
央
・
日
野
雅
人 

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
憲
一
・
濱
村
研
吾　

　
　
　
　
　
　
　

久
米
正
晃
・
青
木
正
富 

　
　
　
　
　
　
　

越
智
康
仁

【
周
布
分
団
】 

日
野
大
輔

【
多
賀
分
団
】 

佐
伯
純
一
・
越
智
洋
秀 

　
　
　
　
　
　
　

石
原
博
和
・
稲
垣
貴
彦

【
壬
生
川
分
団
】 

稲
井
俊
秀
・
秋
川
慎
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

大
西
修
平

【
国
安
分
団
】 

日
和
佐
久
雄
・
佐
伯
淳
也

　
　
　
　
　
　
　

南
條
和
成
・
田
中
志
津
雄

【
吉
岡
分
団
】 

大
西
嘉
彦
・
伊
藤
彰
近 

　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
士
男
・
越
智
拓
磨 

　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

努
・
十
亀
均
之

【
三
芳
分
団
】 

森
山
哲
典
・
山
本
雅
一 

　
　
　
　
　
　
　

篠
崎
広
志
・
内
海
伸
彦 

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
昌
明
・
岸　

洋
介 

　
　
　
　
　
　
　

莖
田　

諭
・
山
本
啓
介

【
楠
河
分
団
】 

村
上
彰
彦
・
西
川
隆
紀 

　
　
　
　
　
　
　

川
又
貴
則
・
今
井
清
隆 

　
　
　
　
　
　
　

竹
形
昌
樹

【
庄
内
分
団
】 
青
野
広
行
・
長
岡
浩
二 

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
英
幸
・
武
田
守
仁 

　
　
　
　
　
　
　

髙
瀬
教
伸
・
渡
部
高
明 

　
　
　
　
　
　
　

眞
鍋
挙
志
・
山
内
良
次 

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
部
武
志
・
中
路
和
隆 

【
丹
原
分
団
】 

飯
塚
泰
照
・
岡
田
祐
二 

　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

潤

【
徳
田
分
団
】 

藤
本
幸
正

【
田
野
分
団
】 

玉
井
隆
行
・
越
智
真
人

　
　
　
　
　
　
　

越
智
裕
巳
・
越
智
義
文 

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
英
俊

【
桜
樹
分
団
】 

黒
川
良
見

【
小
松
分
団
】 

大
道　

聡
・
堀
江
英
和 

　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
龍
彦

【
石
根
分
団
】 

渡
部　

学
・
髙
橋
一
弥 

　
　
　
　
　
　
　

德
永
晃
一
・
德
永　

暁 

■
感
謝
状
（
消
防
施
設
設
置
協
力
者
）

橘
地
区
西
泉
西
自
治
会

加
茂
地
区
中
之
池
自
治
会

氷
見
地
区
土
居
自
治
会

玉
津
土
地
改
良
区

港
新
地
土
地
改
良
区

西
条
市
長
表
彰

▲整然と入場行進をする消防団の皆さん
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4／9　国道194号 2,000本桜
　　　　  　　　 植樹記念式

土砂災害に関するコンクールで受賞

▲

 

壮
行
会
の
様
子

4／5　高校生海外スタディツアー報告会

　４年ぶり６回目の選抜高校野球大会に西条高等学校の野球部が
出場しました。
　雨で日程が１日延びた３月24日、甲子園球場に第３試合で登場
した西条ナイン。春夏合わせて７回の優勝を誇る地元の強豪ＰＬ
学園と対戦し、２回のピンチを最少失点で切り抜け、ナインは意
気軒昂。最後まで大接戦を演じましたが、チャンスに１本が出ず
残念ながら初戦敗退となりました。
　西条ナインはこの悔しさをバネに、甲子園の大舞台で雪辱を晴
らすべく、夏の選手権大会に向けて日々練習に励んでいます。

▲

▲

　
懸命の応援

　平成11年の寒風山トンネル開通以来、国道194号沿線において
進めてきた桜の植樹が、この10年間で2,000本に達することから、
植樹記念式が行われました。
　式典では、これまでに862本もの桜の寄贈により、桜並木の形
成および道路景観の美化推進に多大なるご貢献をいただいた、
国際ソロプチミスト西条に対して、感謝状が贈呈されました。
　その後、記念植樹や座談会が行われ、満開の桜の下、高知県
いの町の関係者も含めた交流が深められました。

　国土交通省・愛媛県共催の「平成20年度土砂災害防止に関す
る絵画・ポスター・作文コンクール」の作文の部において、玉
津小学校の田辺俊さんが、愛媛県砂防ボランティア協会会長賞
を受賞されました。おめでとうございます。

　３月20日から29日
まで、市内の高校生
15名が米国ウィスコ
ンシン州メノモニー
フォールズ村を訪れ、
高校などで交流を深
める「高校生海外ス
タディツアー」に参
加しましたが、この
たび、その活動成果
を関係者に披露する
報告会が開催されま
した。
　それぞれの貴重な
体験や、強く心に残
った思い出などが、
大きな感動とともに
発表されました。

▲　道の駅「木の香」での座談会

国際ソロプチミスト西条の
　 　 井上会長に感謝状を贈呈 

▲

▲ 

陽
春
に
輝
く
桜
並
木

▲
 

全
身
で
春
を
感
じ
て

強豪ＰＬ学園に惜敗
　　めざせ、夏の甲子園　西条高校野球部
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４／５　西条アートフェスティバル 2009

４／６～15　春の全国交通安全運動

「鑑る・味る・試みる」を
テーマに西条アートフェス
ティバル2009が、丹原文化
会館の駐車場を会場に開催
されました。
　ものづくりを体験するさ
まざまなコーナーや、地元
の食材を使った食べ物の販
売、さらには日ごろの練習
の成果が披露された出し物
など、終日、会場は多くの
人たちの笑顔が絶えること
はありませんでした。
　

「ゆずりあう愛ある
伊予路に咲く笑顔」
をスローガンに実施
された、春の全国交
通安全運動の一環と
して、４月６日に総
合文化会館前で交通
茶屋が実施され、通
行車両のドライバー
に交通事故防止が呼
びかけられました。▲　交通事故のない明るい社会をめざして

　日本代表経験者が多数所属するバルドラール浦安の選手を招
いてのフットサル教室が、次世代育成支援スポーツ事業の一環
として開催されました。
　日本トップクラスの技術指導を受けるなかで、参加者の皆さ
んは、テクニックだけでなくチームワークの大切さを学ぶこと
もできました。

　サッカー日本女子代表
監督として、北京五輪で
ベスト４進出を果たした
佐々木則夫氏を招いての
サッカー教室が開催され
ました。
　当日は、なでしこジャ
パンのキャプテンを務め
た池田浩美選手ほか２名
の選手も、子どもたちに
交じりボールを追ってい
ました。
　2017年には本県で国体
が開催されることになっ
ており、サッカーだけで
なく西条市から一人でも
多くの選手が代表選出さ
れるようにガンバレ！

▲ 壊さないように慎重に…何ができるのかな（竹細工）

▲

▲

 

気
合
を
こ
め
て

▲

春
の
花
で
春
を
感
じ
よ
う

３／28　バルドラール浦安フットサル教室　 ３／21　佐々木則夫サッカー教室
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俳　

句	

　
　
　
　
　

尾

形

千

寿　

選

新
入
児
背
中
は
み
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル　
　

村
上　

章

花
の
冷
渓
の
底
よ
り
風
生
る　
　
　
　
　

西
坂
博
子

行
き
交
ひ
し
人
に
も
会
釈
花
の
土
手　

森
本
ヤ
ヨ
イ

料
峭
や
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
引
退
す　
　
　

平
井
澄
子

農
継
ぐ
と
次
男
帰
り
て
春
耕
す　
　
　
　

伊
藤
梶
子

遊
ぶ
こ
と
知
ら
ぬ
夫
婦
の
日
向
ぼ
こ　

野
口
八
千
代

恋
猫
の
傷
な
め
て
い
る
寺
の
縁　
　
　
　

日
野
貞
子

勘
三
郎
の
幟
は
た
め
く
春
の
風　
　
　
　

青
野
良
子

　

川　

柳	

　
　

	

　
　

平

尾

忠

文　

選

や
さ
し
さ
が
孫
の
言
葉
で
倍
加
す
る　

今
井
マ
サ
コ

ラ
イ
バ
ル
は
自
分
い
た
わ
る
影
法
師　

河
渕
カ
ズ
子

こ
れ
し
き
の
不
況
ま
け
な
い
戦
中
派　
　

尾　

康
博

自
覚
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
加
齢
と
い
う
事
実　

金
子
一
孝

金
儲
け
下
手
だ
が
使
う
の
は
上
手　
　
　

山
内
清
和

陽
の
恵
み
く
ら
し
が
匂
う
干
大
根　
　
　

近
藤
愛
子

無
い
袖
を
振
り
た
く
も
な
る
孫
の
笑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
原
恵
美
子

老
い
二
人
孫
の
電
話
に
仲
直
り　
　

日
和
佐
マ
サ
子

　

短　

歌	
	

	

藤

田

虎

雄　

選

故ふ
る
さ
と郷

に
似に

た
る
こ
の
山
こ
の
小お

が

わ川
母
眠
る
地
に
心
安

ら
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

瀬
戸
の
海う

み

海の

り苔
摘つ

み
舟
の
行ゆ

き
来き

し
て
寄
せ
て
は
返

す
小さ

ざ
な
み波

の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野
シ
ヅ
エ

寒か

ん

ず漉
き
の
舟
に
は
白
き
波
の
立
ち
音
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ

と
工こ

う

ば場
に
ひ
び
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

薫

車
椅
子
に
腰
掛
け
膝ひ

ざ

に
と
ど
ま
れ
る
冬
の
夕
日
は
し

ば
し
温ぬ

く

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
島
キ
ヨ
ノ

今
日
一ひ

と

ひ日
す
べ
て
贅ぜ

い
た
く沢

す
る
日
と
ぞ
決き

め
て
は
み
た

が
何な

に

か
は
ず
か
し　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
百
合
子

讃
美
歌
の
響
く
聖せ

い
ど
う堂

厳
か
に
誓ち

か

い
述の

ぶ
る
は
我
が

息む

す

こ子
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
靖
樹

亡な

き
夫つ

ま

の
植
え
し
白は

く
ば
い梅

凛り
ん

と
咲
き
強
く
生
き
よ
と
励

ま
す
が
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
ト
ク
子

枝
切
り
し
銀い

ち
ょ
う杏

は
拳

こ
ぶ
し

つ
き
上あ

げ
て
無ぶ

こ

つ骨
な
わ
れ
の
生い

き
ざ
ま
に
似
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　
　

泉

■
第
34
回
西
条
西
川
柳
大
会（
西
条
西
川
柳
連
盟
主
催
）の
お
知
ら
せ

　

５
月
24
日
（日）
、
中
央
公
民
館
に
て
10
時
開
会
。
宿
題
は
、
エ
コ
、

夢
、
好
き
、
変
、
笑
う
、
派
遣
、
裏
表
、
財
布
（
各
題
読
込
み
可
）
。

会
費
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
込
）
、
投
句
料
１
０
０
０
円
必
要
。

投
句
締
切
り
は
５
月
20
日
（水）
必
着
。

投
句
先
・
問
合
せ
　

〒
７
９
９

－

１
３
７
１
　

周
布
５
６
３

－

１
３

　

平
尾
忠
文
　

℡
・
FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
３
５
９

■
さ
い
じ
ょ
う
文
芸
広
場
作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
）
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１
　

明
屋
敷
１
６
４
　

市
庁
舎
本
館

　

総
務
課
　

広
報
情
報
係
　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最近、来日当初の体験を話す機会がありました。そこで話した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最初の話は「やかましい麺」。16年前にロンドンから日本に来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る時、飛行機の後部座席には、年配の日本人団体客が座っていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。私の横にはビジネスマンが座っていて、彼は、日本人はと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても礼儀正しいという話を始めました。例えば、名刺は相手の顔
を直視せずお辞儀をしながら両手で渡すし、日本食はきれいに盛り付けて、大変丁寧なウエートレスが配
膳してくれると。彼は日本が本当に大好きで、あなたも日本を好きになるよと言いました。それから食事
の時間になり、客室乗務員が、日本のそばと洋食、どちらがいいか聞きに来ました。私は洋食を注文し、
隣のビジネスマンとお互いの健康を祈って乾杯をしました。その時、後ろの方から一気に麺をすする音が
したのです。ずるずるずるずる!!　Oh no!　アンビリーバボー！ 
　２つ目は「健康診断」。中学校で英語を教えることになった私は、上司から健康診断を受けるよう言わ
れました。病院の受付で座って待っていると、看護師が私を呼びましたが、私は気付きませんでした。な
ぜなら私の苗字のWestrop（ウェストロップ）を言うのが日本人には難しいと知らなかったからです。私
は最初に体重計にのり、彼女は診断表に書き込みました。次に身長を測り、彼女はまた書き込みました。
最後に彼女は「この線に立ち、これを目に当ててください」と、黒いスプーンのような物を渡しました。
彼女は３ｍほど離れた視力検査表の「あ」を指し、「あ」ですか「お」ですかと聞くのです。もちろん分
かりません。次に「め」ですか「ぬ」ですかと聞きます。一体どうしたらいいのか？　Oh no！　中学校
で働けないかも!!　最後に彼女は診断表に何やら書き始め…私は無事日本に住むことになりました。

▲外国語指導助手

　リチャード・
　　　ウェストロップさん
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○５月21日㈭　13時～17時　飯岡公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■行政相談
○５月12日㈫・６月２日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○５月12日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○５月26日㈫　９時～12時　田野公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○５月12日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
○５月19日㈫　13時～15時　加茂公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○５月15日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は５月１日㈮～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○５月13日㈬・27日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○５月20日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は16頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　５月19日㈫　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険等相談
　５月14日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482
■土地建物取引相談
　５月８日㈮　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　５月11日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※５月16日㈯（10時～12時）は「らっこ・はうす」（東予南保
　育所内）でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■社会保険出張相談
　５月13日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■お酒の悩み相談
　５月27日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■補聴器相談会
　５月20日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　５月21日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

■憲法週間行事　弁護士会による無料法律相談
　５月11日㈪　10時～15時　松山地方裁判所西条支部　
　問合せ　愛媛弁護士会西条支部　℡0897－55－2484
■人権問題に関する12時間電話相談
　日　　時　６月１日㈪　９時～21時
　電話番号　0120－459－737（携帯電話からの相談も可）
　内　　容　人権擁護委員、法務局職員による人権問題全般
　　　　　に関する相談。※予約不要、無料、秘密厳守。
　主　　催　松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会

　行政相談委員は住民の方々と役所とのパイプ役として、交通
安全・道路・登記・郵便・消費生活・社会福祉・年金などの行
政サービスの改善について、相談にのってくれます。
◆市内の行政相談委員
○近藤博幸氏（大町）   　　　　○船草　清氏（氷見乙）
○竹本　節氏（広江）   　　　　○佐伯正昭氏（丹原町高松）
○戸田裕喜氏（小松町新屋敷）
※行政相談日などは、毎月、上記の相談コーナーでご確認ください。
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西
条
市
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
西

条
市
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
一
昨
年

の
９
月
か
ら
、
西
条
市
医
師
会
か
ら

隔
月
に
市
民
の
皆
様
に
情
報
提
供
を

始
め
ま
し
た
。
厳
し
い
医
師
不
足
の

せ
い
で
西
条
市
の
救
急
医
療
も
崩
壊

寸
前
で
し
た
が
、
医
師
会
所
属
の
医

療
機
関
・
救
急
隊
・
市
民
の
ご
協
力

で
、
な
ん
と
か
崩
壊
を
免
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
６
月
か
ら
一
次
の
時
間
帯
は

あ
く
ま
で
一
次
の
輪
番
当
直
の
医
療

機
関
へ
行
っ
て
い
た
だ
く
、
そ
し
て

不
要
・
不
急
の
受
診
を
控
え
て
い
た

だ
く
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
二
次
病
院
の
勤
務
医
の
負
担
が

半
減
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
医
療
機
関
・
救
急
隊
・
市

民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
西
条
市
の
救

急
医
療
が
適
切
に
運
営
さ
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
の
医
師
会
か
ら
の
情
報
提

供
は
総
論
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
急
に

お
腹
が
痛
く
な
っ
た
と
き
に
緊
急
受

診
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

急
に
お
腹
が
痛
く
な
る
病
気
と
し

て
は
、
急
性
虫
垂
炎
、
胆
石
症
・
急

性
胆
の
う
炎
、
胃
・
十
二
指
腸
潰か
い
よ
う瘍

の
穿せ
ん
こ
う孔
、
急
性
膵す
い
え
ん炎
、
骨
盤
腹
膜
炎
、

腸
閉へ
い
そ
く塞

、
腸
重
積
（
小
児
に
多
い
）、

尿
管
結
石
、
腸
間
膜
動
脈
血
栓
症
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
病
気

の
と
き
は
一
刻
も
早
く
病
院
へ
行
き

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
急
性
虫
垂
炎

　

こ
れ
は
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の

病
気
で
す
が
、
最
初
は
少
し
ム
カ
ム

カ
す
る
、
み
ぞ
お
ち
が
ち
ょ
っ
と
痛

い
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、
半
日
も

た
つ
と
そ
の
痛
み
が
右
下
腹
部
に
限

局
し
て
く
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の

部
分
を
押
さ
え
ら
れ
る
と
飛
び
上
が

る
ほ
ど
痛
い
と
か
、
押
さ
え
ら
れ
た

と
き
よ
り
も
押
さ
え
た
手
を
離
し
た

と
き
の
ほ
う
が
痛
い
場
合
は
炎
症
が

か
な
り
進
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
白

血
球
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
し
、
診
断
が
つ
け
ば
手
術
し
ま
す
。

②
胆
石
症
・
急
性
胆
の
う
炎

　

こ
の
場
合
は
右
の
上
腹
部
に
痛
み

が
起
こ
り
、
背
中
に
も
痛
み
が
き
た

り
、
吐
き
気
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
黄
疸
は
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
胆
石

症
だ
け
で
は
白
血
球
は
増
え
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
胆
の
う
炎
で
は

白
血
球
は
増
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

炎
症
が
強
く
手
術
が
困
難
な
場
合

は
、
胆
の
う
に
体
の
外
か
ら
管
を
入

れ
て
胆
汁
を
体
外
へ
誘
導
し
、
炎
症

が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
手
術
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

③
胃
・
十
二
指
腸
潰か
い
よ
う瘍

の
穿せ
ん
こ
う孔

　

潰
瘍
に
穴
が
開
く
状
態
で
す
。
十

二
指
腸
の
方
が
壁
が
薄
い
の
で
、
十

二
指
腸
潰
瘍
穿
孔
の
方
が
圧
倒
的
に

多
い
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
と

お
腹
の
中
に
漏
れ
た
空
気
が
写
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

　

以
前
は
診
断
が
つ
く
と
即
手
術
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
手
術
せ

ず
に
治
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
急
性
膵す
い
え
ん炎

　

膵
臓
は
消
化
液
を
出
す
臓
器
で
す

が
、
こ
こ
に
炎
症
が
起
こ
る
と
、
み

ぞ
お
ち
の
部
に
激
し
い
痛
み
が
起
こ

り
ま
す
。
痛
み
が
左
の
背
中
へ
抜
け

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
白
血
球
や
血

液
中
の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
消
化
酵

素
が
増
加
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

炎
症
を
抑
え
る
薬
で
治
療
し
ま
す

が
、
時
に
は
手
術
が
必
要
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

⑤
骨
盤
腹
膜
炎

　

お
腹
の
骨
盤
に
囲
ま
れ
た
範
囲
に

炎
症
が
起
こ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

ク
ラ
ミ
ジ
ア
と
い
う
性
行
為
で
う
つ

る
ば
い
菌
が
原
因
に
な
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

　

抗
生
物
質
で
治
り
ま
す
が
、
性
行

為
の
相
手
の
治
療
も
必
要
で
す
。

⑥
腸
閉へ
い
そ
く塞

　

腸
が
ね
じ
れ
た
り
、
腸
が
癒
着
し

て
食
べ
物
の
通
り
が
悪
く
な
っ
て
起

こ
り
ま
す
。

　

単
純
な
癒
着
に
よ
る
も
の
は
手
術

せ
ず
鼻
か
ら
腸
へ
通
し
た
管
か
ら
胃

液
・
腸
液
を
体
外
へ
誘
導
す
る
だ
け

で
治
り
ま
す
。
腸
が
ね
じ
れ
て
い
た

り
、
腸
が
ど
こ
か
に
落
ち
込
ん
で
い

る
と
き
は
手
術
が
必
要
で
す
。

⑦
尿
管
結
石

　

腎
臓
か
ら
膀ぼ
う
こ
う胱

へ
お
し
っ
こ
を
通

す
管
の
中
に
石
が
つ
ま
る
病
気
で
す
。

石
が
で
き
た
側
の
横
腹
や
背
中
が
激

烈
に
痛
み
ま
す
。
石
が
で
き
る
原
因

と
し
て
痛
風
の
も
と
に
な
る
血
液
中

の
尿
酸
が
高
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
石
の
治
療
だ
け
で
な
く
尿
酸
を

下
げ
る
治
療
も
必
要
で
す
。

　

５
㍉
以
下
の
結
石
は
自
然
に
落
下

し
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
て

落
ち
て
こ
な
い
石
に
対
し
て
は
、
衝

撃
波
破
砕
装
置
で
石
を
砕
く
治
療
を

行
い
ま
す
。

⑧
腸
間
膜
動
脈
血
栓
症

　

腸
に
血
液
を
送
る
動
脈
が
血
栓
で

詰
ま
り
、
腸
が
壊
死
す
る
（
腐
っ
て

く
る
）
病
気
で
す
。
本
人
の
痛
み
が

強
い
わ
り
に
、
お
腹
の
圧
痛
な
ど
が

強
く
な
い
た
め
に
症
状
が
進
行
し
な

い
と
診
断
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

画
像
診
断
な
ど
で
診
断
が
つ
き
次

第
、
手
術
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

致
死
率
の
高
い
病
気
で
す
。

⑨
胃
や
腸
の
ア
ニ
サ
キ
ス
症

　

ま
れ
な
病
気
で
す
が
、
サ
バ
や
ア

ジ
の
刺
身
、
あ
る
い
は
し
め
サ
バ
を

食
べ
る
と
、
そ
の
魚
肉
の
中
に
い
る

ア
ニ
サ
キ
ス
と
い
う
寄
生
虫
が
胃
や

腸
の
壁
に
頭
を
突
っ
込
む
た
め
、
激

し
い
痛
み
が
起
こ
り
ま
す
。

　

虫
が
胃
の
中
に
い
る
と
き
は
胃
カ

メ
ラ
で
虫
を
つ
ま
み
出
せ
ば
治
り
ま

す
が
、
虫
が
腸
ま
で
行
く
と
腸
が
腫は

れ
て
腸
閉
塞
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
心
筋
梗
塞
で
も
お
腹

の
痛
み
が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
急
に
お
腹
が
痛
く

な
る
病
気
は
大
体
以
上
の
よ
う
な
も

の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は

夜
中
で
も
た
め
ら
わ
ず
病
院
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤骨盤腹膜炎

④急性膵炎

③胃・十二指腸
　潰瘍の穿孔

②胆石症・
　急性胆のう炎

①急性虫垂炎
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12日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

14日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

11日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

８日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

７日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
　身体計測コーナーもありますので、気軽
にご利用ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター    ５月１日㈮・18日㈪
○東予保健センター　５月11日㈪・22日㈮
○丹原保健センター　５月８日㈮
○小松保健センター　５月15日㈮

■産業保健健康相談
○日時　５月28日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　５月18日㈪　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月19日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月26日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

19日㈫
28日㈭

26日㈫

20日㈬
21日㈭
12日㈫
14日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年１月１日～
１月31日の出生児

平成21年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

愛媛県歯科医師会東予周桑支部主催

対象　食生活改善に関心のある方で、初めて受講する方
内容　①開講式、西条市民の健康状況・食中毒予防・食品表示などの講義
　　　②食育・食事バランスガイド（講義）、基本の食事（調理実習）
　　　③食育・食事バランスガイド（講義）、単身者の食事（調理実習）
　　　④食育・食事バランスガイド（講義）、子育て世代の食事（調理実習）
　　　⑤食育・ふるさと産品（講義）、高齢者の食事（調理実習）
　　　⑥運動習慣のある生活（運動実技）、肥満予防の食事（調理実習）
　　　⑦食生活改善推進協議会活動紹介（講義）、バイキング（調理実習）
開催場所　中央保健センターまたは東予保健センター
日程　・中央：①７月２日㈭　②８月６日㈭　③９月３日㈭　④11月５日㈭
　　　　　　　⑤12月３日㈭　⑥１月７日㈭　⑦２月４日㈭
　　　・東予：①７月１日㈬　②８月４日㈫　③９月２日㈬　④11月４日㈬
　　　　　　　⑤12月１日㈫　⑥１月６日㈬　⑦２月３日㈬
受講時間　９時30分～13時（①のみ９時30分～12時）　　定員　各30人
申込先　開催場所の保健センター　申込期限　６月26日㈮

日時　６月６日㈯　14時30分～16時30分
場所　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
対象　小学生未満
内容　歯みがき教室、歯の健康指導、フッ素塗布、
　　記念品（歯ブラシ）のプレゼント
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　５月・６月の日程等

６月19日㈮

東予保健センター ６月12日㈮

丹原保健センター ６月26日㈮

小松保健センター ６月５日㈮

５月15日㈮

５月８日㈮

５月22日㈮

５月１日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　妊婦一般健康診査（妊婦健診）の費用の一部を公費で負
担する回数は、これまで５回でしたが、平成21年４月から
公費負担回数を14回に拡充しました。
　妊婦健診受診票は、保健センターに妊娠届出書を提出さ
れた方に、母子健康手帳とともにお渡ししています。
拡充前の妊婦健診受診票を使用している方へ
　拡充前の受診票（５回分）を使用している方は、その受
診票をそのまま使用してください。追加分の受診票（９回
分）は、５月１日㈮から各保健センターでお渡ししますの
で、受け取りの際に母子健康手帳を持参してください。
　平成21年４月中に自費で妊婦健診を受けられた方には、
公費負担分の費用を助成します（右記参照）。

　高地と平地でのウォーキング等を組み合わせ、基礎代謝量の高進、エネ
ルギー消費量の増大を図り、肥満などの生活習慣病の予防を図ります。
　高地と平地を併用したウォーキングは、筋力を保ちながら体脂肪・腹囲
の減少がみられ、理想的な減量が可能であるとの結果が得られています。
　石鎚山系のすばらしい景色を眺めながら行うウォーキングで、心身共に
リフレッシュしてみませんか。

実施期間　５月26日㈫～９月24日㈭
・平地ウォーキング等
　Ａ教室：原則毎週火曜日　９時30分～11時
　Ｂ教室：原則毎週月曜日　13時30分～15時
・高地ウォーキング（Ａ・Ｂ教室共通）
　毎週木曜日　９時～15時（雨天時は水中運動を実施）
※初日（５月26日）はＡ・Ｂ教室共に、９時30分から教室
　の説明、血液検査、体組成測定などを行います。
申込期間　５月７日㈭～（先着順）
申込先　中央保健センター
※40～59歳の方は健診などの結果を持参の上、お申し込み
　ください。

　次のいずれかに該当する方には、公費負担分の費用（詳
細な金額はお問い合わせください）を助成します。助成の
申請は、５月１日㈮から各保健センターで受け付けます。
助成金の該当者
○平成21年４月中に自費で妊婦健診を受けた西条市民
○平成21年４月以降において県外の医療機関で妊婦健診を
　受けた西条市民（出産後６カ月まで申請可）
○平成21年４月以降において西条市内に里帰りし、西条市
　内の医療機関で妊婦健診を受けた県外在住者。ただし、
　住所地での妊婦健診費用の補助がない場合に限ります。
助成申請に必要なもの
　母子健康手帳、本人名義の預金通帳（口座番号等が分か
るもの）、印鑑（スタンプ印不可）、医療機関が発行した
領収書（レシート不可）、西条市が発行した未使用の妊婦
健診受診票（県外医療機関で妊婦健診を受診した方のみ）

妊婦健診の公費負担制度についてのお問い合わせ先
　中央保健センター内　健康増進課　母子保健係

対象　40歳以上で高地での運動が可能な方。ただし、40～
　59歳の方は生活習慣病の所見がある方とします。
※身体状況によって、参加をお断りする場合があります。
内容　教室は週２回・４カ月の期間で実施します。高地・
　平地でのウォーキングなどを組み合わせて行うほか、医
　師による講話や栄養士・保健師による食生活・生活習慣
　の指導を行います。また、体組成測定や血液検査などで
　身体状況や食生活の改善状況を評価します。
※平地ウォーキング等は、Ａ教室（火曜日・午前）とＢ教
　室（月曜日・午後）に分かれて実施します。
※高地への送迎はマイクロバスで行います。ただし、交通
　費として１回につき1,500円負担していただきます。

※申し込みは前日まで受付
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12日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

14日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

11日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

８日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

７日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
　身体計測コーナーもありますので、気軽
にご利用ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター    ５月１日㈮・18日㈪
○東予保健センター　５月11日㈪・22日㈮
○丹原保健センター　５月８日㈮
○小松保健センター　５月15日㈮

■産業保健健康相談
○日時　５月28日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　５月18日㈪　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月19日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月26日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

19日㈫
28日㈭

26日㈫

20日㈬
21日㈭
12日㈫
14日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年１月１日～
１月31日の出生児

平成21年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

愛媛県歯科医師会東予周桑支部主催

対象　食生活改善に関心のある方で、初めて受講する方
内容　①開講式、西条市民の健康状況・食中毒予防・食品表示などの講義
　　　②食育・食事バランスガイド（講義）、基本の食事（調理実習）
　　　③食育・食事バランスガイド（講義）、単身者の食事（調理実習）
　　　④食育・食事バランスガイド（講義）、子育て世代の食事（調理実習）
　　　⑤食育・ふるさと産品（講義）、高齢者の食事（調理実習）
　　　⑥運動習慣のある生活（運動実技）、肥満予防の食事（調理実習）
　　　⑦食生活改善推進協議会活動紹介（講義）、バイキング（調理実習）
開催場所　中央保健センターまたは東予保健センター
日程　・中央：①７月２日㈭　②８月６日㈭　③９月３日㈭　④11月５日㈭
　　　　　　　⑤12月３日㈭　⑥１月７日㈭　⑦２月４日㈭
　　　・東予：①７月１日㈬　②８月４日㈫　③９月２日㈬　④11月４日㈬
　　　　　　　⑤12月１日㈫　⑥１月６日㈬　⑦２月３日㈬
受講時間　９時30分～13時（①のみ９時30分～12時）　　定員　各30人
申込先　開催場所の保健センター　申込期限　６月26日㈮

日時　６月６日㈯　14時30分～16時30分
場所　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
対象　小学生未満
内容　歯みがき教室、歯の健康指導、フッ素塗布、
　　記念品（歯ブラシ）のプレゼント
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　５月・６月の日程等

６月19日㈮

東予保健センター ６月12日㈮

丹原保健センター ６月26日㈮

小松保健センター ６月５日㈮

５月15日㈮

５月８日㈮

５月22日㈮

５月１日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　妊婦一般健康診査（妊婦健診）の費用の一部を公費で負
担する回数は、これまで５回でしたが、平成21年４月から
公費負担回数を14回に拡充しました。
　妊婦健診受診票は、保健センターに妊娠届出書を提出さ
れた方に、母子健康手帳とともにお渡ししています。
拡充前の妊婦健診受診票を使用している方へ
　拡充前の受診票（５回分）を使用している方は、その受
診票をそのまま使用してください。追加分の受診票（９回
分）は、５月１日㈮から各保健センターでお渡ししますの
で、受け取りの際に母子健康手帳を持参してください。
　平成21年４月中に自費で妊婦健診を受けられた方には、
公費負担分の費用を助成します（右記参照）。

　高地と平地でのウォーキング等を組み合わせ、基礎代謝量の高進、エネ
ルギー消費量の増大を図り、肥満などの生活習慣病の予防を図ります。
　高地と平地を併用したウォーキングは、筋力を保ちながら体脂肪・腹囲
の減少がみられ、理想的な減量が可能であるとの結果が得られています。
　石鎚山系のすばらしい景色を眺めながら行うウォーキングで、心身共に
リフレッシュしてみませんか。

実施期間　５月26日㈫～９月24日㈭
・平地ウォーキング等
　Ａ教室：原則毎週火曜日　９時30分～11時
　Ｂ教室：原則毎週月曜日　13時30分～15時
・高地ウォーキング（Ａ・Ｂ教室共通）
　毎週木曜日　９時～15時（雨天時は水中運動を実施）
※初日（５月26日）はＡ・Ｂ教室共に、９時30分から教室
　の説明、血液検査、体組成測定などを行います。
申込期間　５月７日㈭～（先着順）
申込先　中央保健センター
※40～59歳の方は健診などの結果を持参の上、お申し込み
　ください。

　次のいずれかに該当する方には、公費負担分の費用（詳
細な金額はお問い合わせください）を助成します。助成の
申請は、５月１日㈮から各保健センターで受け付けます。
助成金の該当者
○平成21年４月中に自費で妊婦健診を受けた西条市民
○平成21年４月以降において県外の医療機関で妊婦健診を
　受けた西条市民（出産後６カ月まで申請可）
○平成21年４月以降において西条市内に里帰りし、西条市
　内の医療機関で妊婦健診を受けた県外在住者。ただし、
　住所地での妊婦健診費用の補助がない場合に限ります。
助成申請に必要なもの
　母子健康手帳、本人名義の預金通帳（口座番号等が分か
るもの）、印鑑（スタンプ印不可）、医療機関が発行した
領収書（レシート不可）、西条市が発行した未使用の妊婦
健診受診票（県外医療機関で妊婦健診を受診した方のみ）

妊婦健診の公費負担制度についてのお問い合わせ先
　中央保健センター内　健康増進課　母子保健係

対象　40歳以上で高地での運動が可能な方。ただし、40～
　59歳の方は生活習慣病の所見がある方とします。
※身体状況によって、参加をお断りする場合があります。
内容　教室は週２回・４カ月の期間で実施します。高地・
　平地でのウォーキングなどを組み合わせて行うほか、医
　師による講話や栄養士・保健師による食生活・生活習慣
　の指導を行います。また、体組成測定や血液検査などで
　身体状況や食生活の改善状況を評価します。
※平地ウォーキング等は、Ａ教室（火曜日・午前）とＢ教
　室（月曜日・午後）に分かれて実施します。
※高地への送迎はマイクロバスで行います。ただし、交通
　費として１回につき1,500円負担していただきます。

※申し込みは前日まで受付
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区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

星加小児科内科Ｆ.Ｃ（55－3105）

市立周桑病院 （64－2630）

市立周桑病院 （64－2630）
内科
外科
内科
外科

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

中村内科胃腸科（68－4976）

森内科 （64－5858）

田中内科 （66－1700）
弓山外科 （64－3182）
中村医院 （66－0606）

安永クリニック（64－5760）
あおの循環器科（68－3300）

茎田医院 （66－0555）
平田クリニック （76－2256）

日

３
(日)
４
(月)
５
(火)
６
(水)
10
(日)
17
(日)

（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

高橋こどもクリニック（55－0776）

土岐医院 （56－2090）

済生会西条病院（55－5100）

24
(日)

まなべ病院 （57－7011）

内科
外科

西条愛寿会病院（55－2300）
矢野医院 （55－1777）

村上記念病院 （56－2300）

村上記念病院 （56－2300）

日 区分 区分日

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

14
(木)
15
(金)

13
(水)

16
(土)
18
(月)

１
(金)

７
(木)
８
(金)

２
(土)

９
(土)
11
(月)
12
(火)

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

19
(火)

としもり内科 （53－6300）

今井クリニック整形外科（68－8118）

横山病院 （72－2121）
28
(木)
29
(金)

27
(水)

30
(土)

21
(木)
22
(金)

20
(水)

23
(土)
25
(月)
26
(火)

秋山医院 （56－0885）

河野内科医院 （73－2950）

31
(日)

内科
外科

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

米田脳神経外科（56－9165）

福田医院 （68－7243）
村上記念病院 （56－2300）

あぜち内科 （52－1630）

和田内科皮膚科（55－0515）

あぜち内科 （52－1630）

森内科 （64－5858）

奥田外科 （64－3331）

あおの循環器科 （68－3300）

村上内科皮膚科 （72－2436）

周桑同仁医院 （68－7233）

玉置内科小児科 （66－3735）

横山病院 （72－2121）
中村内科胃腸科 （68－4976）
飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

まつうら小児科 （64－0460）

森山内科 （65－4332）

横山病院 （72－2121）

いしづちやまクリニック（68－8885）

行本医院 （66－0609）
渡部内科病院 （64－1200）

済生会西条病院（55－5100）
西条中央病院 （56－0300）
西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）
村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院（55－5100）
西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）
西条中央病院 （56－0300）

あおのクリニック （52－1155）
まなべ病院 （57－7011）
土岐医院 （56－2090）

（55－2002）星加医院

（55－1777）矢野医院
回生堂医院 （55－3101）

坂根医院 （55－4021）

米田脳神経外科 （56－9165）
宮島小児科医院 （55－2615）

西条愛寿会病院 （55－2300）

和田内科皮膚科 （55－0515）
米田脳神経外科 （56－9165）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

かりやま整形外科 （47－1717）

佐藤クリニック （57－8200）
まなべ病院 （57－7011）

坂根医院 （55－4021）

回生堂医院 （55－3101）

ながい小児科 （53－7707）

（55－2002）星加医院

星加小児科内科F.C （55－3105）

あおのクリニック （52－1155）

高橋こどもクリニック（55－0776）

まなべ病院 （57－7011）

としもり内科 （53－6300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

いしづちやまクリニック（68－8885）

横山病院 （72－2121）

こまつ医院 （72－5862）

松田循環器科内科 （76－1117）
角産婦人科 （64－3168）

角産婦人科 （64－3168）

共立病院 （64－2662）

近藤クリニック （64－2760）
黒田医院 （64－3780）

浦部医院 （72－3266）
くしべ整形外科 （76－7555）
安永クリニック （64－5760）

茎田医院 （66－0555）

中村医院 （66－0606）
奥田外科 （64－3331）
渡部内科病院 （64－1200）
横山病院 （72－2121）
福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700）近藤クリニック （64－2760）

松田循環器科内科 （76－1117）

こまつ医院 （72－5862）
行本医院 （66－0609）

キッズクリニックパパ （76－1788）

弓山外科 （64－3182）

今井クリニック整形外科（68－8118）

　愛媛県では、けしの花が咲く５月と６月を「不正大麻・けし撲滅運
動月間」として、正しい知識の普及啓発や不正栽培の発見除去などの
活動をしています。
　けしには植えて良いけし（ひなげし、おにげし等）と悪いけしがあ
り、植えて悪いけしはアヘンやモルヒネなど麻薬の原料となるため、
法律で栽培が厳しく規制されています。
　不正栽培や自生している大麻・けしを見つけたり、疑わしいときは
西条保健所（℡0897－56－1300）にご連絡ください。

植えて悪いけしの見分け方
○草丈は成長すると１ｍ以上になり、茎は太く、がっち
　りしている。
○茎や葉の表面にはほとんど毛がない。
○茎や葉は「ろう」がかった白っぽい緑色。
○葉の付け根が太い茎を半分抱くような形でついている。
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されき

　

土
居
構
跡
と
は
高
峠
城
の
東
之

館
の
遺
構
で
、
伊
曽
乃
神
社
の
北

西
に
あ
る
愛
媛
県
指
定
の
文
化
財

で
す
。
高
峠
城
の
始
ま
り
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
河
野
通

直
が
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
讃
岐
の

細
川
氏
に
対
峙
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

天
授
５
（
１
３
７
９
）
年
に
通

直
が
佐
々
久
山
の
戦
い
で
没
し
た

後
、
西
条
地
方
は
細
川
氏
の
所
領

と
な
り
、
細
川
氏
の
代
官
石
川
氏

が
こ
の
城
の
居
館
と
し
ま
し
た
。

　

高
峠
城
は
天
正
13
（
１
５
８

５
）
年
、
豊
臣
秀
吉
の
四
国
進
攻

に
よ
っ
て
焼
失
し
ま
し
た
が
、

東
之
館
で
あ
っ
た
遺
構
は
保
存
さ

れ
、
土
居
構
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

寛
永
19
（
１
６
４
２
）
年
、
久

門
政
武
氏
が
中
野
村
の
庄
屋
と
な

り
移
り
住
ん
で
以
降
、
久
門
家
が

居
住
し
、
保
存
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
昭
和
23
年
10
月
28
日
に

愛
媛
県
指
定
の
文
化
財
と
な
り
、

そ
の
後
、
敷
地
内
の
植
物
群
も
史

跡
に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
居
構
跡
の
南
に
は
風
呂
ヶ
谷

川
を
利
用
し
た
堀
が
あ
り
、
北
側

と
東
側
は
、
か
す
が
い
積
み
の
石

垣
で
囲
ま
れ
、
幅
２
㍍
の
犬
走
り

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
庭
園
は

寛
文
年
間
の
築
造
で
、
江
戸
初
期

の
民
家
庭
園
の
代
表
的
な
作
品
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
敷
地
内
へ

の
無
断
立
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
）

■
住
所　

中
野
甲
１
７
４
３

■
駐
車
場　

な
し

　
　
　
　

地　
　

図

平成21年3月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,606 人  （－413人）

　男　　  54,853 人   （－233人）

　女　　  59,753 人   （－180人）

世　帯　  47,329世帯（－35世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　先日行われた地域経済活性化シ
ンポジウムの中で、堀場雅夫氏が
「クオリア時代」について講演さ
れました（15ページに記事掲載）。
　クオリアとは「ワクワクするこ
と」。仕事でも何でも、面白いと
感じると通常よりも疲れが軽減さ
れ、能率は大幅に上がるそうです。
　新たな環境で奮闘中の方も多い
と思いますが、クオリアを高めて
頑張っていきましょう！（か）

　
　
　

第
48
回
　
　

土

居

構

跡

ど

い

が
ま
え

あ
と

N

←松
山

新居浜
→

JR 予
讃線

加
茂
川

R
1
9
4

R11

西条
南中

西条
農高

武丈公園

伊曽乃神社
保園寺

土居構跡
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

土30
日24５

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

５

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

9：00 丹原文化会館　℡0898－68－3555500円9：20
13：30

全　館吹奏楽クリニック
13：00 ドレミミュージックグループ（川上）℡0898－64－3809無　料大ホールピアノ発表会

小ホール18：00 四国二期会愛媛支部　℡089－926－891818：30

【５月の休館日】 毎週月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、12日㈫

【５月の休館日】 毎週月曜日（４日開館）、７日㈭
四国二期会愛媛支部西条公演2009　～緑の風に歌う～金29

大ホール18：00 ＮＨＫ松山放送局　℡050－5541－8600整理券必要18：40ＢＳ日本のうた　公開録画木28
小ホール9：30 望月楽器㈱今治本店　℡0898－23－0787無　料10：00ピティナ・ピアノステップ土23

大ホール9：30 稲掛歌謡教室　℡0897－56－6321無　料10：00稲掛歌謡教室　歌謡祭　ゲスト：音羽しのぶ日17

展示室等9：00 総合文化会館　℡0897－53－5500火５

大ホール12：30

10：00

総合文化会館　℡0897－53ー5500聴講券必要13：00万葉集1250年記念事業　万葉のこころを未来へ　シンポジウム土16

大ホール 市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1628無　料第38回西条地域春季市民芸術文化祭　芸能祭

第３回　西条名水こいのぼり茶会　※15時まで開催
小ホール11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－63481000円12：00日３ 社交ダンスパーティー

展示室 条山会（十亀）　℡0897－55－3866無　料条山会書道展

土
日

12：30
10：30

13：00
11：00

一般3000円
高校以下1000円

大　人700円
子ども300円

９
10

小ホール
展示室 市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1628無　料第38回西条地域春季市民芸術文化祭　美術展

※９日は17時まで、10日は16時まで展示
土
日

９
10

22
24
金
日

9：00
※初日12時

※22日は12時開場
※展示は17時（最終日16時）まで

「ＢＳ日本のうた」公開録画

５/28 木 18時40分開演
総合文化会館大ホール

出演予定　石原詢子　小村美貴　鳥羽一郎　
　　　　　森山愛子　山本譲二ほか 【五十音順】

　　　　　司会：山田康弘アナウンサー

　郵便往復はがき（私製除く）に次の必要事項を記
入して、お申し込みください。
○往信用裏面：①郵便番号②住所③名前④電話番号
○返信用表面：①郵便番号②住所③名前
※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
※応募多数の場合は抽選の上、当選の方には入場整
　理券（１枚で２人入場可）を、落選の方にはその
　旨をお伝えする案内をお送りします。
申込期限　５月７日㈭（必着）
宛先　〒790－8501
　　　ＮＨＫ松山放送局内「ＢＳ日本のうた」係
問合せ　ハローダイヤル　℡050－5541－8600

【個人情報の取り扱いについて】
　申し込みの際にいただいた情報は抽選結果の連絡に使用さ
せていただきます。また、ＮＨＫでは受信料のお願いや番組
・イベントのご案内に使用させていただくことがあります。

入場整理券の申込方法（入場無料）

主催　ＮＨＫ松山放送局
　　　西条市

（受付：８時～22 時　無休）
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